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日本語版への序文
幸せな国、日本

＊日本は世界でも指折りの幸せな国（平均寿命が世界のトップ、100歳以上の人が6万1千人以上）。

＊国連の統計によれば、2050年までに日本の100歳以上の人口は100万人を突破する見込み
＊日本では、長寿化を恩恵ではなく、厄災とみなす論調が目立つ。本書では、長寿化の恩恵に目を向け、どうすれば個人や家族、企業、社会全体の得る恩恵を最も大きくできるかを中心に論じたい
過去のモデルは役に立たない

＊長寿化は一大革命をもたらすといっても過言ではない。「人の働き方」、「教育のあり方」、「結婚の時期や相手」、「子供をつくるタイミング」、「余暇時間の過ごし方」、「女性の地位」
＊20世紀に、日本の社会と経済は大きな変貌を遂げた。長寿化は、21世紀に同様な大きな変化を日本にもたらすだろう
＊長寿化の先頭を歩む日本は、世界に先駆けて新しい現実を突きつけられている国。長寿化が最も進んでいるということは、対応するために残された時間が少ないという事。
＊最も大きく変わることが求められているのは個人。今までのキャリアの道筋や人生の選択が自身に有効だとは限らない。
＊人生の道筋に関する常識は既に変わり始めている。日本でも終身雇用は当たり前でなくなった。若者の生き方も変わりつつある
「若い」、「老いている」の概念が変わる
＊日本は高齢者医療や年金の問題で世界の先例を作りつつある
＊長寿化に備えるには、人生の締めくくりの時期への準備をするだけでなく、人生全体を設計しなおさなければならない。
＊長寿化の時代には、人生の新たなステージがいくつも出現し、パートナー同士の関係も様変わりする。そして新しい生き方が試みられるようになる
人生に新しいステージが現れる
＊人生が短かった時代：「教育→仕事→引退」
＊寿命が伸びる分「仕事」のステージを長くする　⇒ 思っていたよりも20年も長く働かなければならないのは想像しただけでゾッとする
＊これからは、「エクスプローラー（探検者）：幅広い進路を検討する」のステージを経験する人、「インディペンダント・プロデューサー（独立生産者：自由と柔軟性を重んじて小さなビジネスをおこす）のステージを生きる人、「ポートフォリオ・ワーカー：様々な仕事や活動に同時並行で携わる」のステージを実践する人、などもいるかもしれない
＊選択肢が増えれば、人々はもっと自分らしく人生の道筋を描くようになる。隊列を乱さずに一斉行進する集団さながらの画一的な生き方は、時代遅れになるだろう
＊日本の問題点：「インディペンダント・プロデューサー」になるには、①自分が新しいことを始められるという自信を抱いていること、②政府の政策により後押しされること、が必要
＊日本の問題点：学校を卒業した後、「エクスプローラー」として探索の日々を送り、幅広いキャリアの選択肢を検討することは、職業人生の賢明な始め方とは考えられていない
パートナーの両方が職を持つメリット
＊長寿化時代の資金設計については、家庭でパートナーの両方が職を持つことのメリットは明らか
＊日本女性の70%は、第一子出産と同時に職を辞めている
＊夫が外で働いて金を稼ぎ、妻が専業主婦を務めるという家族形態は、長寿化時代には明らかに適さない
＊日本の男女平等度は、調査対象145か国のうち101位。100年ライフの恩恵を最大限大きくするためには、この状況を解消することが避けて通れない
就職、引退の常識が変わる
＊長寿化を恩恵とするには、古い働き方と生き方に疑問を投げかけ、実験することをいとわず、生涯を通じて「変身」を続ける覚悟が必要
＊30歳未満の人：時間をかけて「キャリアの選択肢を検討し」、「世界について学び」、「労働市場の未来を理解する」。この期間は、「未来のパートナーとの関係のあり方（男性は未来の妻との平等な関係性を、女性なら家庭に経済的に貢献する方法を）について考えること」。また、この時期は「人的ネットワークを広げて自分とまるで違う人たちと付き合うこと」
＊４０～５０代の人：働き始めた時は60代で引退する積りであったはずだが、少なくともあと25年働き続ける可能性が高い。これからの時代は「スキルの価値が瞬く間に変わる時代」となる。従って、「新しいスキルの習得に努めなくてはならない」。働く期間が長くなると、人生の途中で「変身を遂げる必要性が高まる」ため、「人的ネットワークを広げ自分とは全く違うタイプのロールモデルを見つけ、新しい生き方の選択肢を知ることが大切」になる。家族やパートナーと「家族同士の関係や役割を見直す必要が出てくる」
＊６０歳以上の人：より高齢になるまで働く必要がでてくる。「若い人たちに対するメンター、コーチ、サポーターを務めることが主たる役割」になるかもしれない。「ポートフォリオ・ワーカー」という選択肢もある。家族や同僚、地域社会に時間を割くのもいい
年齢や人口減の問題が和らぐ
＊新しい事を試みるパイオニアをもっと評価し、それに報いる社会にしていく必要がある
＊日本は「長寿化と出生率の低下が同時に進行」し、国連の予測によれば「2060年には人口が8700万人まで落ち込むと同時に、65歳以上の人口が40％」となる。
＊「70代後半や80代になっても生産性を失わず長く働き続け」られれば、年金問題や人口減少の弊害は大分和らぐ
＊日本はこの問題の先頭に立ってほしい
目次に戻る
序章：100年ライフ
＊社会の習慣や制度が前提にしているより長く生きるようになる
＊平均して、私たちは親の世代より長く、祖父母の世代に比べればさらに長く生きる。私たちの子供や孫の世代は、もっと長く生きるようになるだろう
＊いま先進国で生まれる子供は、50%を上回る確率で105歳以上生きる
＊過去200年間、平均寿命は10年に2年以上のペースで伸びてきた
＊今20歳の人は100歳以上、40歳以上の人は95歳以上、60歳の人は90歳以上生きる確率が半分以上ある
オンディーヌの呪い

＊17世紀の政治思想家トーマス・ホッブスの言葉：これよりひどい人生は一つしかない。不快で残酷で長い人生である。それは厄災以外の何物でもない。休む間もなく働き続け、退屈な日々を過ごし、エネルギーを消耗し、機会を生かせず、そして最後には貧困と後悔の老後が待っている　　目次に戻る
100年ライフで何が変わるか？
＜70代、更には80代まで働く＞
＊長寿化の恩恵に最大限浴したければ、70代、ことによると80代まで働かなくてはならない
＜新しい職種とスキルが登場する＞
＊これから数十年で、労働市場に存在する職種は大きく入れ替わる
＊今後、ほぼ全ての職がロボットと人工知能によって代替されるか補完される
＊労働市場が急速に変化するなかで、70代、80代まで働くようになれば、手持ちの知識に磨きをかけるだけでは最後まで生産性は保てない。時間を取って、学び直しとスキルの再習得に投資する必要がある
＜お金の問題が全てではない＞

＊長寿化にはお金の要素が重要であるが、お金の問題に偏り過ぎてはいけない。家族、友人関係、精神の健康、幸福なども極めて重要な要素
＊100年ライフへの備えは、資金計画の強化だけで事足りるものではない。健康、人間関係といった資源が枯渇すれば長いキャリアで金銭面の成功を得ることは不可能
＜人生はマルチステージ化する＞

＊3ステージの生き方（教育→仕事→引退）を100年ライフで機能させようとすれば、二番目の仕事のステージを長くする以外にない。
＊長い年数働き続けるのは、あまりに過酷だし、あまりに消耗する。そして率直に言って、あまりに退屈だ
＊3ステージの人生に代わって登場するのがマルチステージの人生だ。生涯に二つ、もしくは三つのキャリアを持つようになる
＊マルチステージ人生を行なう時に問題となるのは、ほとんどの人が生涯で何度も移行を遂げるための能力とスキルを持っていないことだ
＊マルチステージ人生を行なうには「柔軟性」を持ち、「新しい知識を習得」し、「新しい思考様式を模索」し、「新しい視点で世界を見」て、「力の所在の変化に対応」し、時には古い友人を手放して「新しい人的ネットワークを築く」必要がある
＜人生の新しいステージが現れる＞

＊20世紀、寿命の延びと学校教育の長期化により「ティーンエージャー」という概念が誕生した
＊この年齢層には、思春期後の年齢層に新しい動きが生まれている。この年齢層は既に長寿化への適応を開始し、選択肢を狭めず、新しい選択肢を模索するようになっている
＜レクリエーションからリ・クリエーションへ＞

＊今まで「余暇」はもっぱらリラックスのために用いるのが理に適っていたが、人生が長くなれば、余暇は、新しいステージに向けて「自分を再創造するための投資の時間」になる
＊消費とレクレーション（娯楽）の比重を減らして、投資とリ・クリエーション（再創造）の比重を増やす
＜「一斉行進」が終る＞
＊今日の社会はエイジとステージが一致することを暗黙の前提にしている部分が多い。
＊マルチステージの人生では、ステージを経る順番は、3ステージの人生の論理では決まらない。一人一人の嗜好と状況によって決まる
＜選択肢を持っておくことの価値が増す＞

＊人生の選択肢に関して「オプション」には価値がある。人生が長くなれば変化を経験する機会が増えるので選択肢を持っておくことは重要になる
＊現在、18～30歳の人々は、結婚や子づくり、住宅や自動車の購入をどんどん先送りにしている。年長世代はこの年頃で既に人生の道筋を固めていた。
＊人生の選択に新しいオプションを設けるという意味で、この新しいステージが生まれて来つつあるのは必然だ
＜若々しく生きる＞

＊18～30歳の人々は、選択肢を狭めない様に、将来に道筋を固定せずに柔軟な生き方を長期間続けるようになる
＊人生で移行を繰り返す結果、生涯を通じて思春期的な特徴を保ち続けて、高度な柔軟性と適応力を維持することにより、一定の行動パターンにはまり込むのを避けるようになる
＊エイジとステージが一致しなくなれば、異なる年齢層の人たちが同一のステージを生きるようになって、世代間の相互理解が促進され、年長者が若々しさを保ちやすくなる
＜家庭と仕事の関係が変わる＞

＊平均寿命が延びれば夫婦の関係も変わる
＊二人ともマルチステージの人生を実践する場合、いずれかが新しいステージに移行する際にお互いの役割を調整し、人生の様々な時点でサポートしあうことが必要
＊家族の在り方が、昔に比べて大幅に多様化し、ジェンダーの平等を後押しする
＊「3ステージの人生は若者と中年と老人の分離と固定」してきた。結果として世代の分離が崩れ始める
＊平均寿命が伸びるほどには女性の出産年齢が伸びないので、家族の構成はいまよりずっと複雑になり、世代に対する人々の態度が変わる。4世代同居が当たり前になる
＜実験が活発になる＞

＊個人もコミュニティーも、企業も政府も、100年ライフに対応するための最善の方法を見いだせていない
＊未来についてはっきり言えることは大勢のパイオニア（開拓者）が生まれることだ
＜人事制度をめぐる戦いが始まる＞

＊企業の人事部門にとっては、単純で予測可能な3ステージの人生に代わるマルチステージの人生は悪夢でしかない
＊最終的には、柔軟性と選択肢を求める個人の欲求が、画一性と予測可能性を求める企業の都合を突き崩すだろう。高いスキルを持った優秀な人材の獲得が必須課題の企業は、その変化に対応して方針を改める方が得策だと気づき始める
＊働き手が望むほどの柔軟性を発揮できる企業は、恐らく一握りにとどまり、個人と企業との間で激しい戦いが始まる。これは、産業革命の時代に労働時間と労働環境をめぐって戦われた戦いに匹敵するものになる
＜政府が取り組むべき課題＞

＊これまで政府が取り組んできた課題は、引退後の高齢者をめぐる問題に限定されている。100年ライフでは年金支給の調整や、引退年齢を変更するだけでは対処できない
＊人々が自分の人生のさまざまなステージを自由に築けるように、法制度の枠組みを整備することが政府の重要課題になる
＊政府にとって最も手ごわい課題は、恐らく健康格差の問題であろう。長寿化と言っても、社会のあらゆる層が等しく平均寿命の上昇を経験している訳ではない。望ましい変化と意向を成し遂げられるだけの所得・教育レベルにある人しか長寿化の恩恵に浴せないとすれば由々しき問題
あなたの100年ライフをつくる本

＊本書は、読者が自分の人生をどのように計画するかが最大のテーマ

＊本書は、読者が今の自分をどう見るかではなく、70歳、80歳、100歳になった自分が今の自分をどう見るかを考えてほしい
＊人生が長くなり、多くの移行を経験する時代には、人生全体を貫く要素がなにかを意識的に問わなくてはならない。様々な変化を重ねつつも自分の本質であり続ける要素とはなにか。
＜アイデンティティ、選択、リスク＞

＊アイデンティティ、選択、リスクは、長い人生の生き方を考えるうえで中核的な要素になる
＊人生で経験するステージが多くなれば、人生の出発点はそれ程重要でなくなる
＊私たちは、自分がどのような人間か、自分の人生をどのように組み立てたいか、自分のアイデンティティと価値観を人生にどのように反映させるかを一人ひとり考えなくてはならない
＊本書は、長寿を厄災ではなく恩恵にできる可能性を最大限高めたいと望む人たちに向けて書いた
目次に戻る
第１章：長い生涯（長寿という贈り物）
＜2007年生まれの寿命＞
＊2007年に生まれた日本の子供の50％は104歳まで生きる
＊約100年前の1914年に生まれた人が100歳まで生きている確率は１％に過ぎない
平均寿命は今後も延びる
＊毎年の世界一位の国の平均寿命（ベストプラクティス平均寿命）を時系列で並べるところ、ほぼ一直線で上昇することが分かった（先進国のみが対象）
＊平均寿命の上昇率は10年毎に平均2～3年のペース　
＊従って、各年代の50%が到達する年齢は：①1957年生まれ／89～94歳、②1967年生まれ／92～96歳、1977年生まれ／95～98歳、1987年生まれ／98～100歳、1997年生まれ／101～102歳、2007年生まれ／104歳
＜平均寿命上昇の理由＞

＊1920年代の平均寿命の改善は子供の死亡率低下が大きい。結核、天然痘、ジフテリア、チフスなどの子供の命を奪った感染症の多くが抑え込まれた為
＊次に、中高年の疾患、特に心臓血管系の病気とがんの対策が大きい。また、病気の早期発見、治療と処置の改善、禁煙などの啓蒙活動の強化により、次第に健康水準が向上した
＊今後、平均寿命をさらに向上させるのは、高齢にまつわる病気の克服と思われる
＊平均寿命の上昇には、健康、栄養、医療、教育、テクノロジー、衛生、所得、などの他分野における状況の改善が関係している
＊所得の上昇と栄養状態の改善が平均寿命上昇の要因の約25％を占めている。感染症の媒介生物の駆除、医薬品、予防接種などの公衆衛生関連のイノベーションが大きな要因を占めている。喫煙と寿命の関係についての啓蒙キャンペーンは大きな効果があった
＜世界のどこで生まれて人も寿命が伸びる＞

＊1900年、インドの平均寿命は24歳、米国の平均寿命は49歳。1960年、インドは41歳、米国は70歳。この60年間で両国の差は広がった
＊しかし、インドの経済成長が加速すると、平均寿命は67歳に達し、その差は縮まった
＜人間の寿命に上限はあるのか＞

＊人間の寿命の上限については以下の三つの考え方がある
＊悲観論者は、栄養状況の改善や乳幼児死亡率の低下はこれ以上見込めず、逆に歩かないライフスタイルや肥満によって平均寿命の上昇は足を引っ張られる
＊楽観論者は、啓蒙キャンペーンの効果は今後も大きく、それがテクノロジーのイノベーションと組み合わせることによって、平均寿命はまだ上昇し続ける
＊超楽観論者（レイ・カーツワイル／グーグルの人工頭脳チームのリーダー；テリー・グロスマン／医師）は、①医学的アドバイスに従い、好ましい生活習慣を実践、②バイオテクノロジーによる医療革命の恩恵に浴す、③ナノテクノロジーのイノベーション（人工頭脳とロボットが老いた体を分子レベルで修復する、の3ステップを経て数百年の寿命を手にすることができる
＊本書の著者は、ベストプラクティス平均寿命の延びが鈍化していないことから、平均寿命は110～120歳まで上昇し続け、その後伸びが減速する、という楽観論者に近い考え方を持っている
＜平均寿命に関する二つの立場＞

＊平均寿命に関し以下の二つの理論がある；
＊ピリオド平均寿命とは、各年齢に現在の実績に基づく平均余命を加えて平均寿命を算定したもの
＊コーホート平均寿命とは、各年齢に今後の平均余命が伸びるという前提で平均寿命を算定したもの
＊本書では、コーホート型の平均寿命を採用している
＊年金制度の設計など、経済分野で平均寿命の推計を行なう時にはピリオド平均寿命を使っており、今後のイノベーションを一切無視することになるので、結果として平均寿命を大幅に過小評価する結果になる（⇔年金原資が足りなくなる）
目次に戻る
健康な期間が延びる
＜不健康な期間は短くなっている＞

＊平均寿命が伸びても、健康に生きられる年数が伸びなかったら、「医療コストの増大」や、「認知症」など高齢にまつわる負の側面が増大するのであれば、誰も歓迎しないが、現在では、「不健康期間の短縮」が起こりつつあると言っている研究者が増えている
＜健康で老いるということ＞

＊ジェームス・フリーズの研究：ペンシルバニア大学卒業生1700人を20年以上追跡調査した結果、いつも運動しタバコを吸わず、体重をコントロールできている人は、概して不健康期間が大幅に短縮されていた
＊不健康かどうかの判断には「日常生活動作（ADL）」（入浴、排泄、着替え、食事、など）に注目している
＊アメリカで2万人を調べたデータによると、1984～2004年の20年間で85～89歳の人の内、体が不自由とされている人の割合が22％から12％に低下している。また、95歳以上の人でもこの割合は52％から31％に減っている
＊2007年のOECDの調査によれば、調査対象12ヶ国の内、アメリカなど5ヶ国は不健康期間が短縮されたが、3ヶ国では逆に長くなり、2ヶ国では明確な結果が得られていない
＊健康に老いられるかどうかは、公衆衛生、啓蒙キャンペーン、生活習慣の改善によって決まる。不健康期間は、ひとりでに短縮されるわけではない
＜健康改善のイノベーション＞

＊豊かな国では、「認知症」が老化がもたらす最大のリスクになっている
＊現在、60歳の人の1％、75歳の人の7％、85歳の人の30％が認知症
＊認知症治療の研究は、今後大きな前進があるだろうと専門家は期待している

＊老年学は、いまや急速に主流の科学分野として認められつつある
＊グーグルも7億ドルを投資して、キャリコ（カルフォルニア・ライフ・カンパニー）という会社を設立した。この会社は「健康、幸福、長寿」を研究する会社だ
＊死や衰えを招く病気の多くは、根底に細胞の老化がある。従って、個別の病気ではなく、老化のプロセスが研究のテーマになっている。具体的には、細胞を長生きさせ、自己修復させようというもの。イースト菌やマウスの寿命を大きく伸ばすことには成功しているものの、人間を使った臨床試験まで進めるのはまだずっと先だ
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第2章：過去の資金計画（教育・仕事・引退モデル）
＜3人の人生、3人のシナリオ＞
＊以下の3人のシナリオを想定する；
①ジャック：1945年生まれ、平均寿命が70歳前後、3ステージの人生を歩んできた
②ジミー：1971年生まれ、平均寿命は85歳前後、3ステージの社会規範に従って生きてきたが、それではうまくいかないことに気づき始めている。長寿化の厄災が恩恵より大きくなりつつあり、恩恵を大きくするためには、変化を遂げ、返信し、実験しなくてはならない
③ジェーン：1998年生まれ、100年以上生きる可能性が高い、3ステージの生き方が自分たちの世代に通用しないことを知っていて、新しい人生の道筋を切り開こうとしている。人生の設計の自由度が最も大きい世代
＜計算の前提事項＞
＊計算の前提事項を以下の３つに集約する；
㋐老後の生活資金を、最終所得の50%とする
㋑長期の投資利益率をインフレ率を除いて3%とする（リスクの殆ど無い投資と、リスクの高い投資を組み合わせる。税・手数料引き前）
㋒所得上昇のペースを年平均4%とする

ジャック・3ステージの人生の世代

＊ジャックの人生：妻は専業主婦（一次パートで働いた時もあった）、主たる稼ぎ手は常にジャック、62歳で引退、70歳で死去。老後の生活資金は3種類（公的年金、企業年金、個人の貯え）、老後のために所得の4%あまりを蓄えることは難しい事ではなかった
＜消えゆく年金＞
＊積立方式：個人が勤労期間に払い込んだ資金を投資で運用し、納付した保険料と運用成績に応じて引退後に年金の支給を受ける（⇔確定拠出年金）
＊賦課方式：毎年の年金給付をその時の税収や保険料で賄う方式。平均寿命が伸びて出生率が低下している先進国では、年々税収・保険料収入がへり、一方で年金給付の額が膨らむという矛盾に直面する
＊老齢従属人口指数（勤労人口に対する引退人口の割合）の実績及び今後の予想によれば、1960年、日本は10%（引退人口1人に対し10人の勤労人口が支えている）だったのに対し、2050年ではこの数字が70%に達すると予想されており、持続可能性が危ぶまれている。従って、この制度は基本的にジャックの世代において成立する方式である。この矛盾に世界各国の政府は気づいており、」「引退年齢の延長」、「年金支給期間の短縮」、「年金支給対象を所得や資産の少ない人に限定」などの対策を取りつつある。OECDの加盟国をでは、女性の引退年齢を引き上げた国は18ヶ国、男性の引退年齢を引き上げた国は14ヶ国に上るが、引き上げ幅は、平均して男性が2.5年、女性が4年に過ぎない。イギリスの富裕層の年金受給者は、2000年には最終所得の35%以上を公的年金から得ていたが、2060年にはこの割合が20%まだ下がると予想されている
＊現在、企業年金制度を設ける企業は激減している
＊イギリスでは、1987年、民間企業の企業年金に加盟していた人は810万人であったが、2011年には290万人まで減った。アメリカでは、1983年、62%だったが、2013年には17%に落ち込んだ

＊公的年金の給付が薄くなり、企業年金制度を設ける企業が減ったことの意味は、将来、老後の生活資金を蓄える責任がますます個人の肩にのしかかることになる　　目次に戻る
ジミー・3ステージの人生が軋む
＊65歳まで働いて引退する積り。
＊企業年金は受給できない。年金改革は進められるものの、公的年金は最終所得の10%程度にとどまる
＊退職後、最終所得の50%確保するためには、毎年所得の17%を貯蓄に回さねばならず非常に難しい
＊2000～2005年のイギリスでは、最も貯蓄率が高かった50～55歳ですら、所得の5.5％しか貯蓄していなかった。それ以外にも住宅ローンの返済
＊従って、引退年齢を伸ばすしか選択肢はない。達成可能な貯蓄率を所得の10％程度とすれば、ジミーは70歳前半まで働かなくてはいけないことになる　　目次に戻る
ジェーン・3ステージの人生が壊れる
＊65歳での引退を前提に3ステージの人生を送るという生き方は最早不可能。何故なら、最終所得の50％の老後生活資金を確保するには、勤労期間に毎年所得の25％も貯蓄しなければならず、しかも、ここには住宅ローンの返済や子供の学費が入っていない。また、公的年金の10％も受給できる蓋然性は低い
＊また、ジミーの世代（親の世代）は経済的に困窮しているので、ジェーンの世代は親の財産に期待することもできない
＊35年間の引退生活はゴルフコースで過ごすにはあまりに長い。
＊引退者たちを調べた研究によれば、不活発な生活を長期間続けている人は、認知能力が減退したり、人生に対する満足度が低下することが分かっている
＊引退年齢を伸ばす場合の選択肢は　⇒“引退年齢と貯蓄率の関係（寿命100歳の場合）”参照。最終所得の50％の資金を確保し、且つ勤労期間に行う貯蓄も10％程度に抑えるとすれば、ジェーンは80歳まで働き続ける必要がある。しかし、ジャックより30年長く生きられるが、20年長く働かなくてはならないのは如何か
＜パートナーシップ＞
＊上記3人のシミュレーションは、家族の存在を考慮してこなかった
＊パートナーが職を持っていれば、「世帯の純所得が増加」し、「規模の経済」の効果が期待できる
＊OECDの計算によれば、大人二人の世帯に必要な所得は大人一人の世帯の1.5倍にとどまる　⇒　大人二人で二人とも職を持っていれば、一人暮らしの場合よりもそれぞれ所得が25％少なくても、同等の生活水準を維持できるので、当然老後のために必要な貯蓄額も少なくてすむ
＊ただ、高所得者同士の夫婦は、どうしても高い生活水準に合わせたライフスタイルを実践しがちであり、最終所得の50％相当の生活資金を確保できたとしても、引退後は生活水準を大幅に落とさざるを得なくなる。高所得を前提とした消費パターンにはまり込みさえしなければ、老後のための一人当たりの貯蓄額を減らすことができる　　目次に戻る
３ステージ型仕事人生に別れを
＊3ステージの人生を前提とする場合、ほとんどの人は、今覚悟している以上に所得の多くを貯蓄に回し、長い年数働かなくてはならなくなる
＊1985年MITの経済学者であるフランコ・モディリアーニは、消費の「ライフサイクル仮説」でノーベル経済学賞を取得した。これは「人は期待される生涯所得を念頭に、生涯を通じて同程度の消費水準を維持できるようにその時々の消費と貯蓄のレベルを決める」という考え方である。しかし、この理論は、3ステージの人生を前提にしていた
＊長期の引退生活は、人が欲する刺激と仲間意識が得られない可能性が高い
＊長い仕事のステージも、向こう数十年の間に新しいテクノロジーが登場し、登場する産業と衰退する産業が出てくることを考えると、労働市場の変化に対応して、新しいスキルの習得に時間を割いて、新しいテクノロジーを受け入れる必要が出てくる
＊従って、3ステージではなくマルチステージの人生を生きなければならないのは必然となる
＊ジャックにとってうまく機能していた生き方は、ジミーには困難になり、ジェーンには全く実践不可能になる
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第3章：雇用の未来（機械化・AI後の働き方）
＊100年ライフでは、未来の不透明性は途方もなく高まる
＊今100歳の人が経験したこと：2度の世界大戦、騎兵から核兵器へ、ロシア革命と共産主義の興亡、中国の衰退と台頭、電気・ラジオ・テレビ、量産型乗用車、商用旅客機、月面着陸、インターネット、電気洗濯機・掃除機、屋内トイレ、ジッパー・ブラジャー
＊上記を考えると、今生まれた子供たちが100年の間に経験することを予測するのは困難、従って、長寿化時代には不確実性に対処することが不可欠
＊未来の雇用環境を具体的に予測することはばかげているが、今起きつつあることの延長線上に何があるかを考えれば、将来の展望を得ることはできる
新しい産業とエコシステム
＜産業の新陳代謝＞
＊1910年、働き手の三分の一は農家、もしくは農業労働者だった。今日これらの職に就いている人は1%に過ぎない 
＊1910年当時、肉体労働者と家事サービス労働者を合わせて、アメリカの働き手の半分を占めていた。2000年の状況は雇用の半分をオフイス労働者（専門化、事務職、管理職）が占めるようになった
＊今後は、「情報技術の発展」、「ロボット工学とAIの急速な進歩」、「環境問題への対応」、「社会の高齢化」といった要因で、雇用を取り巻く状況はさらに大きな変化を遂げる
＊1969年のアメリカで農業はGDPの40%近くを占めていたが、2013年では1%まで落ち込んだ。この原因は、農業機械や肥料などのテクノロジーの進化にある。所得の増加に対して食料需要が増える訳ではないので、供給過剰になり農産物価格が下落した。その結果、農業の経済規模を大幅に縮小させ、多くの農業労働者が職を失った
＊農業とは対照的に、サービス産業は1929年の40%から、2013年には65%に上昇した。その原因は、豊かになった人が、昔より多くサービスを消費し始めたことにある。その典型がレジャー産業。ただ、サービス産業は農業と異なり、需要の増大によって生産性は上昇しないので、GDPに占めるサービス産業の割合が大幅に高まった
＊高齢化が経済に及ぼす影響は大きい。長寿と生物工学に関する医学研究が際立った成長産業になる。サービス産業では、医療と高齢者向けサービスの比重が大きくなる可能性が高い
＊環境と持続可能性を取り巻く問題も、商品やサービス価格、天然資源の状況、その他さまざまな産業の規模に大きな影響が及ぶ
＊現在、エネルギー供給の大きな転換期にあり、エネルギー生産と資源保護の分野で目覚ましいイノベーションが起きるだろう
＊食糧生産の分野では、遺伝子工学と健康増進に関して飛躍的なイノベーションが期待されている
＊水不足の深刻化により、水の値段を大きく押し上げ、水道事業の効率化とリサイクルが、大きなビジネスの価値を持つことになると予想される
＊環境の持続可能性と地球温暖化に関する懸念から、炭素税の導入に繋がり、「温室効果ガス排出削減」、「大気中の温室効果ガスの回収」、「代替テクノロジーの開発」などで巨大ビジネスに成長する
＊結果として、富の所在が大きく移動し、「新しい産業」、「新しい企業」、「新しいテクノロジー」が台頭するだろう
＜新しいエコシステムの登場＞
＊産業の転換：エール大学のリチャード・フォスターによれば、1920年代、S&P500（アメリカの代表的な株価指数）を構成する企業の会社存続年数は、平均67年だった。2013年にはこの年数は15年に短縮している。イギリスでは、1984年FT100（主要株価指数）を構成していた100社のうち、今も構成企業にとどまっているのは30社に過ぎない
＊20世紀にオフイスで働く人が大幅に増えた背景には、現代的な「大企業」の台頭があった。こうした大企業は、「規模のメリット」を生かせる組織構造を武器にしていた
＊今後は、テクノロジーの進歩により、組織を介さなくても働き手たちが直接連携しやすくなった。更に３Dプリンターなど、新しいテクノロジーの開発はさらに進めば、いま大企業が享受している規模のメリットの多くは失われる可能性がある
＊今の所は、上記シナリオは現実化していない。むしろ食品・日用品大手のユニリーバや飲料大手のペプシコは事業規模の拡大で世界の隅々に商品を売っている。また、グーグルや製薬大手のロシュなどの大企業は、巨額の研究予算と充実して研究施設で世界中から優秀な人材を集め、テクノロジーや医薬品の開発に取り組んでいる
＊大企業は消えはしないとしても、構造が変わることは間違いない。具体的には大企業の周囲に多くの中小企業が集まる形が増える。所謂ビジネスの「エコシステム」が形成される
＊成長は、しばしば、少数精鋭の人材を有するエコシステムで実現する。サムスンやARMは、極めて重層的な連携関係で結び付いたエコシステムを築いていて、それを通じて何百社もの企業と連携して最先端のテクノロジーや高度なサービスを提供している
＊製薬会社でも、小規模な専門企業が重要な基礎研究を行うことが多い
＊多数の雇用を創出し、マネージメント職を提供できるのは今後とも主として大企業だが、その他に中小の新興企業で専門性の高い職や、柔軟な働き方が生まれる
＊エコシステムの柔軟性を生かして、人生の一時期に組織に雇われずに働く選択肢も現実味をもってくる
＊スキルを買いたい企業と働き手をつなぐテクノロジーは、ますますグローバル化し、安価になり、洗練されつつある。そうした仲介の仕組みである「ギグ・エコノミー（gig economy）」や「シェアリング・エコノミ―」が最近話題となっている
＊ギグ・エコノミーとは（ネット情報）：インターネットを通じて単発の仕事を受発注する非正規労働によって成り立つ経済形態のこと。gig（ギグ）とは本来ジャズの単発ライブ演奏を指した俗語であり、転用されて「単発の仕事」という意味で広く使われるようになり、総称して「ギグ・エコノミー」という用語が使われている。

＊配車サービスのウーバー(UBER)や宿泊施設を仲介するエアビーアンドビー(Airbnb)、便利屋サービスのタスクラビット等のギグ・エコノミーを成立させるためのプラットフォームを提供する会社も増えつつあり、専門的能力を持つ人間が組織に縛られることなく仕事を見つけるのを容易にすると同時に発注側のコスト引き下げにも役立つとの意見もあるが、企業労働者が保証されるさまざまな保護が受けられない側面もあり、警鐘を鳴らす者もいる
＊エコシステムは仕事と私生活をブレンドする生き方を後押しできる。情熱を抱ける職業に就き、専門化した小規模なチームで柔軟な働き方をする人は、仕事と私生活の境界線があいまいになる。面白いのはこうした生き方は、工業化以前では家庭が生産活動の場になっていて、正に仕事と生活がブレンドされていた
＜柔軟性に富んだ「スマート・シティ」が台頭する＞
＊インターネットが普及し始めた頃、物理的な距離が重要性を失い、自分の好きなところで暮らせるようになると言われていたが、実際は「近さ」の価値はむしろ高まっている
＊今私たちは、人類史上最も特筆すべき農村から都市への大移住を経験している。世界全体の都市生活者の数は36億人であったものが、2050年には63億人になると見られている
＊都市で暮らすこと、謂わば「スマート・シティ（賢い都市）」に住むことを望む人が増えている。これは質の高いアイデアと高度なスキルの持ち主のそばに身を置くことの重要性が高まっていることの現れ
＊アメリカでは、デトロイトの様な一部の工業都市が衰退する一方で、サンフランシスコやボストンなどのスマート・シティは経済的に反映し、人口も増えている
＊スマート・シティには、自分と同様な高スキル層の多い町に住みたいと考える人が集まってくる。このような都市でこそイノベーションが急速に進むことを知っていて、他の聡明な人たちのそばで暮らし、互いに刺激しあい、支援しあいたいと考えている
＊こうした人材の集積地（クラスター）は、最初は地元の大学卒業生グループによって形成される場合が多い。高いスキルを持った人材が集まれば、企業は自ずとその町に引き付けられる。その結果、多くの雇用と高い賃金に誘われて、さらに多くの高スキル人材がやってくる。クラスターは磁石の様に、優秀な人材を引き寄せる。クラスターの規模が大きくなればなるほど、その町で働くことの価値が高くなる
＊ロンドンでは、1914年、高スキル層の人口は140万人だったが、1919年には180万人になると予想されている
＊最近のロンドンは、デザインの中心地として世界中から創造的な人材を引き寄せてもいる。集積効果が生まれるのはIT産業だけではない
＊高度な創造性を備えたクラスターの核を成すのは、多くの場合世界レベルの大学だ。シリコンバレーには、スタンフォード大学、カルフォルニア大学バークレー校、カルフォルニア工科大学がある。ボストンには、MIT、ハーバート大学がある。ロンドンには、ロイヤル・カレッジ・オブ・アート、及びセントラル・セントマーチンズという、世界屈指の二つのデザイン専門学校と密接な関係にある
＊クラスターの規模が拡大すれば、充実した人材市場に引き寄せられて多くの企業が集まる。ロンドンのセントラル・セントマーチンズのすぐそばには、グーグルが10万㎡のオフイスを設け、最終的には4500人以上が働くことになる
＊カルフォルニア大学の経済学者、エンリコ・モレッティーによれば、町に「高スキルの雇用が１つ生まれれば、更に５つの雇用が生み出される」という。増える５つの雇用の中には、弁護士、会計士、コンサルタントなどの高学歴・高賃金の職も含まれるし、庭師、職人、バリスタ（コーヒーを淹れる職業）、ヨガ・インストラクター、などの非高学歴、低賃金の職も含まれる。これは旧来の製造業拠点都市の雇用創出能力を上回る
＊スマート・シティでは、この十数年、社会学者の言う「同類婚（教育・所得レベルが近い人を結婚相手に選ぶこと）」が際立って増えている。小さな町では夫婦の両方が自分に最適な職を見つけることは難しいが、雇用の機会が多い大都市の方が易しい。従って、同類婚を望む高スキルの人材は大都市に向かう可能性が高い
＊スマート・シティは、柔軟な働き方が実践される最前線にもなるだろう。テクノロジー・イノベーションのお陰で、在宅勤務やバーチャル勤務が増える。求職者と企業や同じ関心を持つ人同士が出会いやすくなる。コミュニケーションもより手軽に、安価に行えるため、バーチャルなチームやグローバルなチームを組んで仕事をすることが容易になる。そして、多くの人が協力して問題を解決する余地も大きくなり、同じようなスキルや考え方の持ち主を集めて、大規模なコミュニティを築ける可能性が高まる
＊「オフイス」という概念がばかばかしいくらい古臭く、あまりに無駄だと考えられる可能性もある
＊ユニリーバの幹部たちが自社の温室効果ガスの排出源を調べたところ、会社への通勤が莫大な量の温室効果ガスを生み出していることがわかった　　目次に戻る
雇用なき未来がやってくる？
＊新しいテクノロジーが登場すれば、たいていは新しい仕事や役割が生まれる。しかし、失われつつある雇用はよく見えるが、まだ生まれていない雇用は見えていない
＊MITのエリック・ブルニョルソンとアンドリュー・マカフィーは「コンピューター、その他のデジタル技術の進歩が人間の知的能力に及ぼす影響は、蒸気機関とそれに続く発明の数々が人間の筋力に与えた影響と同じだ」と言っている
＜チェス盤の後半へ＞
＊インドの古い伝承：チェスの原型になるゲームの発明者に王様は望みの褒美を与えるといったところ、その発明者は、チェス盤の１升目に米一粒、2舛目に2粒、の様に桝毎に倍々となる米を貰いたいと言った。王様は受け入れたものの、30舛目に届かない内に、国家の米の貯えが尽きた。33舛目には43億粒、最後の64舛目には、累計1850京粒近くに達する
＊テクノロジーの指数関数的な進歩を表す有名な法則であるムーアの法則とは：コンピューターの処理能力は、2年間に2倍のペースで上昇していく
＊ムーアの法則が今後も続くとすれば、今後8年間で増えるコンピューターの処理能力は、今無人自動車に組み込まれているコンピューターの処理能力の4倍に上る
＜雇用が「空洞化」する＞
＊米国に於ける「低スキル」、「中スキル」、「高スキル」それぞれの雇用数の増減率の推移を見ると、れまでは「低スキル」と「高スキル」の職は増えているが、「中スキル」の雇用が空洞化している（他の先進国でも基本的には変わらない）
＊MITの経済学者、デーヴィット・オーダーは、主として「頭を使う仕事」か、「体を使う仕事」か、「定型的な仕事（Routine）」か、「非定型的な仕事」かを基準に、様々な職種を分類した。
＊「定型的な仕事」とは、簡単とか退屈な仕事というわけでなく、仕事のやり方を緻密にマニュアル化できる仕事という意味。例えば、銀行の窓口職、工場の組み立てラインの仕分けなど。この職種がテクノロジーによる代替が急速に進んでいる。アマゾンの大半の倉庫ではこの類の仕事は、ほぼロボットが代替している
＊これかまでは、テクノロジーの進歩によって、「中スキル」の働き手の職を奪う一方で、高スキルの働き手の生産性を高め、所得を引き上げてきた。所得のあがった「高スキル」層のニーズに後押しされて、サービス産業での需要が高まり、この種の産業で働く「低スキル」の労働者の雇用も増やしてきた
＊しかし、今後はコンピューターの処理能力が劇的に向上する時代を迎え、雇用の空洞化は更に広がる。自動運転車の誕生により物流産業の多くの雇用が脅かされるであろう。また、病気の診断に必要な高度な専門知識も、パターン認識スキルについても状況は変わってくる。既にIBMスパコン「ワトソン」は癌の診断を始めている。コンピューターの処理能力の向上により、「高スキル」の労働者もコンピューターに代替され始めている
＊長期的に増加傾向にあった「高スキル」労働者の需要が、2000年を境に減少に転じている
＊オックフォード大学のカール・フレイとマイケル・オズボーンの研究によれば、テクノロジーの進歩に伴い、今後10～20円の間に米国の雇用の47％が消失する恐れがあると言っている。これは6000万人が職を失うという計算だ　　目次に戻る
仕事の未来はどうなるのか？
＜人間にしかできないこと＞
＊現時点で、ロボットや人工頭脳による代替ができないものは；①複雑な問題解決に係る能力、すなわちデービット・オーターらが挙げている「専門知識、機能的推論の能力、コミュニケーションスキル」、もう一つは②対人関係と状況適応能力である。こちらは主に体を使う仕事で必要とされる場合が多い

＊①の例：アップルのiPhoneやiPadは、台湾の鴻海が作っているが、販売価格に占める割合は5～7％に過ぎない。販売価格の30～60％はアップルが得ている。その結果、生み出している経済価値は、従業員は1人当たり鴻海が2000ドルに対して、アップルは64万ドルに達している
＊①の核心には、マイケル・ポランニーによる「ポランニーのパラドックス」がある。これは、「人間は言葉で表現できる以上の事を知っている（暗黙知）」ということで、こうした知識はマニュアル化できず、ロボットや人工頭脳によって代替できない
＊②の核心には、「モラヴェックスのパラドックス」と関係がある。これは、「コンピューターに、知能テストや、ボードゲームのチェッカーで成人レベルのパフォーマンスを発揮させることは比較的容易であるが、近くと運動のスキルで1歳並みのパフォーマンスを発揮させるのは困難、あるいは不可能である」ということ

＊しかし、③クラウド・ロボティックス、や④ディープ・ラーニングが急速に進歩すれ、人間が機会に対して持っている優位は失われる可能性がある
＊③は、ロボットがクラウドネットワークを通じて他のロボットの学習効果にアクセスできるようになるテクノロジーで、ロボットが人間の学習速度をはるかに超えるペースでの学習が実現するかもしれない
＊④は人間が経験からの連想を通じて帰納的な推論を行うプロセスを模倣することを意味するが、これもクラウドを通じて他のロボットの学習効果を利用できるようになるかもしれない
＜ロボットが人手不足を救う＞
＊テクノロジーが雇用を奪うという考え方よりも、テクノロジーが労働力を供給できるという点に着目すべきである
＊多くの先進国では、高齢化と出生率の低下により人口が減ると共に、働き手世代の人口も縮小している
＊日本はどこよりもこの傾向が顕著である。最大約1億3千万人に達していた人口が、2060年には8千7百万人まで減少するという予測がある。人口減少と並行して進行しているのが、人口の多いベビーブーム世代の引退である。この問題は引退を遅らせるという程度の施策では大規模な人手不足が生じることは避けられない
＊ベビーブーム世代の引退は、低スキルの職で数百万人もの人手不足が生ずるだけでなく、高スキルの職でも人手不足が発生する
＊従って、ロボットに雇用を奪われることを心配するより、ロボットが労働力人口の縮小を補い、経済生産と生活水準を保ってくれることを歓迎すべきだろう
＜テクノロジーの普及には時間がかかる＞
＊最先端のテクノロジーは急速に進歩するが、実際に普及するまでには多くの時間がかかる
＊自動運転車が日常生活の一部になるまでには、数々の法規制を乗り越えなくてはならない
＊「ムーアの法則」が提唱されてから半世紀が経過するが、物理的な限界に達するという見方もある
＊ナノテクノロジーによって、物理的な限界が取り払われても、こうしたものを生産する工場には莫大なコストがかかる
＊ソフトウェアはハードウェアの進歩の恩恵を十分に生かし切っていないという側面もあり、「ムーアの法則」が限界に達しても、あと数十年は進歩の余地は残っている
＜テクノロジーが新しい雇用を生む＞
＊テクノロジーは新しい雇用を生んだ歴史：機械は工場労働者の職を奪ったが、数々の新しい職を生み出した。機会を導入すれば、これを製造し、操作し、整備するという補完的業務が新たな雇用を生み出してきた
＊2014年、フェイスブックは従業員55人のワッツアップ（WhatsApp）というスマホ・メッセージ・アプリの会社を160億ドル（190億ドル？）で買収すると発表したが、この金額は、14万人の従業員数のソニー株式時価総額に相当する。これはテクノロジーが雇用に及ぼす打撃を強烈に印象付ける。しかし、雇用の数に注目すれば、ワッツアップのサービスは広大なエコシステムによって支えられており、そこで雇用が生まれている。また、インターネットが作り出している雇用は莫大な数にのぼる
＊憂慮すべきことは、雇用の数よりインターネット産業の「勝者総取り」的な性格である
＊テクノロジーの進歩が雇用を創出するメカニズム：ロボット、人工頭脳を導入する企業は生産性が高まる⇒コストが下がれば値下げを行う⇒需要が高まる⇒需要増に応えるために雇用を増やす、更に生産性が高まる⇒所得が増える⇒他の産業の製品やサービスの消費に回す⇒他の分野の雇用を増やす
＊イノベーションが新しい製品やサービスの開発に繋がれば、それが新しい雇用を生み出す：ツイッターがサービスを始めるまで、それがどれほどの経済的価値を生み、人々がどれほど多くの時間を費やすことになるか、だれも想像できなかったのだ
＊経済学の観点から見ると、テクノロジーは雇用を奪うだけでなく、それによって補完される雇用も新たに生み出し、経済生産を増やして雇用を増加させる効果もある。まだ予見されていない新しい製品やサービスが登場し、新しい産業が台頭して、それが経済成長を牽引することも期待される目次に戻る
ジェーンへの助言
＊全ての論者が一致している点：いまテクノロジーが労働市場を激しく揺さぶっており、激変は今後も続く
＊テクノロジーの専門家は、「社会で高賃金の雇用の数を維持することは難しくなる」と主張する。
＊経済学者は「多くの勝者が生まれる一方で多くの敗者も生まれ、テクノロジーの恩恵は全ての人に及ばない可能性がある」と強調している
＊テクノロジーの専門家と、経済学者の意見が一致するのは、「低スキル、低賃金の人たちを守るために政府が社会保障を充実させる必要がある。また、これまで大勢の人達の生活を支えてきた職種の多くが消滅する」ということである
＊テクノロジーの進歩によって消滅しない職に就きたいのであれば、当面は①人間が「絶対優位」を持っている仕事と②人間が「比較優位」をもっている仕事に就くべきである
＊①は、人間がロボットや人工知能よりも優れた課題処理能力を持っている仕事。つまり、創造性、共感、問題解決、身体的作業、に関しては、いまのところは人間が絶対優位を持っている。しかし、この優位がいつまで続くかは誰にもはっきりしたことは言えない、少なくとも比較優位を持つ分野は残る
＊テクノロジーが人間のスキルを補完する分野もある。人間と機械が協働することで生産性が高まる活動は、今後増えていくだろう
＊しかし、長い年月働くジェーンは、生涯を通じてより多くの変化を経験し、より多くの不確実性に直面する。従って、ジェーンに必要となるのは、柔軟性をもって、将来に方向転換と再投資を行う覚悟を持っておくべきだ
目次に戻る
第4章：見えない「資産」（お金に換算できないもの）
＊長寿がもたらす恩恵は、基本的に目に見えない“無形の資産”だ
＊良い人生とは、優しい家族、素晴らしい友人、高度なスキルと知識、肉体的・精神的な健康、などに恵まれた人生のこと
＊有形な資産は無形な資産の形成を強く後押しし、無形な資産は雄勁な資産の形成を強く後押しする
人生の資産を管理する
＊無形の資産はしばらく存続する可能性がある反面、たいていなんらかの形で価値が下落してゆく。放置したりすれば価値が減少するので、慎重なメンテナンスと投資が必要
＊例えば、友情や知識は一夜で消失はしないが、友達と連絡を取らず、知識をリフレッシュしなければ、いずれは価値が下がり、ついには消失してしまう
＜無形資産を計測できるか？＞
＊無形の資産は物理的な実態を欠くため、価値を測定したり、売買することが難しい
＊健康や、活力のレベルはそこそこ明確に測定できる（健康診断や体力測定など）
＊ある種のスキルと知識も比較的測定しやすい（テストの成績や認定証など）。ただ、暗黙知は測定が難しい
＊人間関係を数字で表現するのは難しいが、“ネットワーク分析”により、ある人のネットワークの規模、多様性、強さを明らかにし、それが向上しているか悪化しているかを把握する試みが行われるようになってきている
＊歩いた距離や友人との会話時間など、日々の様々な行動を計測する“オーグメンテッド・テクノロジー”の急速な進歩で、無形の資産をもっと正確に計測することを可能にするだろう
＊“教育レベル”は他人と客観的に比較できるが、“幸福度”などは他人との比較はできない
＜市場で売買できない資産＞
＊友情というのは何歳であっても金で買えるものではない
＊市場で売買できない無形の資産は、計画や投資がひときわ難しい
＊無形の資産は、有形の資産の様な撤回可能性も代替可能性もない
＊例えば、自分のスキルの価値が落ちても、そのスキルを売り、別のスキルを買うわけにはいかない
＊無形の資産への投資は慎重に行う必要がある。自然災害でマイホームの価値がゼロになるように、何らかの外的な要因で無形資産の価値がなくなる場合もあるからだ
＜無形の資産の価値とは＞
＊ハーバート大学の「グラント研究」（1938～40年にハーバート大学の学部生だった268人の男性を“幸福度”について75年間追跡調査した研究）によれば、①金銭的資産が乏しかったり、他の人より少なかったりすれば不満が生まれる、しかし、②人生に満足している人に共通する際立った要素の一つは、生涯を通して深くて強力な人間関係を築いていることだった
＊「イースタリンのパラドックス」：①豊かな人ほど幸福な傾向はあるものの、②国の平均所得と国民の平均的な幸福度の間には直接の関係は見られない　⇒　所得以外の要因が幸福感を左右している
＊無形の資産に投資するためには、お金があり、経済的安定を実感している必要がある。健康維持のためにスポーツジムに入会したり、家族で休暇を楽しんだり、愛する人たちと余暇を過ごすゆとりを感じたりするには、お金を持っている方がいい
＊お金が無形の資産を支えるだけでなく、無形の資産が金銭的資産づくりを支える面もある。この相互関係は非常に重要であり、100年ライフに備えるためには、この二種類の資産のバランスを取ることが欠かせない
＜様々な無形の資産＞
＊無形の資産には、“美貌”、“身長”、“遺伝的要素”、“基礎的な人格特性”などがあることは事実であるが、本書では生まれつきの要素は除外することとした
＊長寿化との関係を基準に、無形の資産を以下の三つに分類した；
①生産性資産：仕事で生産性を高めて成功し、所得を増やすのに役立つ要素でスキルと知識が主たる構成要素となる
②活力資産：肉体的・精神的な健康と幸福のこと。健康、友人関係、パートナーやその他の家族との良好な関係
③変身資産：“自分についてよく知っていること”、“多様性に富んだ人的ネットワークを持っていること”、“新しい経験に対して開かれた姿勢を持っていること”。このタイプの資産は、旧来の3ステージの人生ではあまり必要とされなかったが、マルチステージの人生では非常に重要になる
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１．生産性資産
スキルと知識
＊知識を蓄えるには、相当な時間をつぎ込まなくてはならない。教育を受けたり、特定分野の仕事で実践を通じて学んだり、コーチやメンター、同僚の話を聞いたりする必要がある
＊労働市場の状況が変わり、新しいスキルの習得が求められるペースが加速していることを考えると、どの様な投資を行い、どの分野のスキルと知識を身に着けるべきかが重要になる
＜学習と教育の投資効果＞
＊学習と教育は金銭的な恩恵をもたらす。アメリカの22歳の大卒者の年俸は3万ドルに対して、非大卒者の年俸は1万8千ドルに過ぎない。また、40代半ばの大卒者の年俸は8万ドル近くになるのに対し、高卒者は3万ドル程度だ
＊このことから、教育の投資効率は、インフレ率を加味しても15%もあることになる

＊20世紀の間に、アメリカの平均就学年数は7年から14年に伸びた
＊テクノロジー・イノベーションは、労働市場に大きな影響を及ぼす。因みに、ハーバート大学の経済学者クローディア・コールデンとローレンス・カッツによれば、「テクノロジーが進歩して、それを使いこなせる高スキルの労働者の需要が増加し、教育による高スキル労働者の供給が追い付かないと、高スキル労働者に支払われる賃金は上昇し、低学歴労働者の賃金は下がり、所得格差は拡大する」。この結果、教育の投資効率が高くなれば、大学に進む人の割合が上昇する。その結果、アメリカの労働者人口の25～30％が大卒の学歴を持つようになった
＊従って、中程度の雇用の空洞化が一層進めば、高スキル労働者を目指して、大学院を修了することで差別化を図ろうとする人が出てくるだろう

＊100年ライフが当たり前になれば、人生の早い時期にまとめて知識を身に着ける時代は終わるかもしれない
＊テクノロジーが急速に進歩を遂げると予想されている以上、キャリアの初期に身に着けた専門技能を頼りに長い勤労人生を生き抜けるとは考えにくい。生涯を通じて新しいスキルと専門技能を獲得し続けることが一般的になるだろう
＊人生を100年とすれば、一生の間に87万3000時間の時間を持っている。何らかの専門技能を習得するには1万時間が必要だとよく言われるが、これだけ多くの時間を持っていれば、生涯に複数の専門技能を学ぶことは不可能ではないし、途方もない難題でもない
＜どのような知識が価値を持つのか＞

＊ライバルより優位に立つためには、スキルや知識は模倣困難なものでなくてはならない。また、機械によって代替されにくい必要もあるが、テクノロジーの進歩によって、この条件は満たすことが難しくなりつつある
＊いま最も注目を浴びているのが機械学習と人工頭脳だ。
＊テクノロジーが更に進歩した時代に、教育・学習・研修がキャリアを後押しする方法は３つある；①アイデアと創造性をはぐくむのを助けること、②人間ならではのスキルと共感能力を発揮できるようにすること、③思考の柔軟性と敏捷性など、重要な汎用スキルをはぐくむこと
＊１９世紀は産業革命の時代で、物的資本が経済の原動力であった。２０世紀は、教育と人的資本が大きな価値を持っていた。２１世紀は、他人が複製したり購入したりできる様なアイデアとイノベーションを創出することを通じて、経済的な価値が生み出される時代になる
＊学生、企業の間でも、アイデアとイノベーション、創造性、起業家精神が重視され始めている
＜なにを、どのように学ぶか？＞
＊人工知能の力を借りられるようになれば、医療従事者に求められるスキルが変わると考えた方が良い。診断など情報を取り出すスキルよりも、高度な直観的判断、対人関係、チームのモチベーションの向上、意思決定に係るスキルが重要になる
＊テクノロジーを用いた教育が紙の教科書と教室の授業にとって代わったとき、教師に強く求められるのは、共感、モチベーション、励ましなどの繊細な対人関係スキルだ
＊長く生産的な人生を送るには、どの分野でも役に立つ汎用スキルは必要とされる。その結果、汎用スキルと専門技能へのニーズの間で緊張関係が生ずる
＊一つの分野の専門技術を習得するだけでは、恐らく勤労人生を通して生産性を維持することはできない。新しいテクノロジーが登場するペースの速さを考えれば、どのような専門技術もいずれ時代遅れなる可能性は高い
＊学校教育は次第に、あらゆることの土台になる分析能力や思考の原則を築く場になる。そのような土台を築ければ、柔軟性とイノベーション精神を発揮し、いくつもの分野で活躍できる
＊キャリアで成功を収め、緻密な思考を続ける能力をアピールするためには、深い専門知識を身に着ける必要があるが、それだけでは十分ではない。長い勤労人生を生き抜くには、評価が高く、どこでも通用するスキルや知識を持つことの重要性が一層高まる
＊このような状況下、教育のあり方について以下の二つの考え方で論争が続いている；①人間ならではのスキルと共感能力、意思決定能力、創造性、イノベーションの重要性が高まる時代には、新しい状況に合わせた“リベラルアーツ（教養）”教育が経済的な価値を生むという考え方。②テクノロジーと科学の重要性が高まる時代には、科学、テクノロジー、工学、数学だという考え方
＜経験学習＞
＊インターネットとオンライン学習が発達して、単純な知識ならだれでも簡単に獲得できるようになる。従って、教科書と教室での学習にとどまらず実際の活動を通じて行う学習である「経験学習」の比重が大きくなる
＊知識の量ではライバルと差がつかず、知識を使ってどういう体験をしたかで差がつく時代になる
＊マニュアル化できない「暗黙知」の重要性が高まる。これは身に着けるのは簡単ではないが、極めて大きな経済的な価値がある
＊暗黙知は、実践と繰り返しと観察を通じてはじめて獲得でき、知恵と洞察と直感の土台となる
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仲間
＊スキルと知識は個人的な性格が強いが、どのような知識を習得し、どのくらいの生産性を発揮できるかは、他の人の影響を受けて決まる面が大きい。生産性を高めるのはチームとしての取り組みが必要
＊大きな経済的価値を生む複雑な課題を実行するプロセスではたいてい、他の人たちとの“相互依存関係”が不可欠
＊極めて高い生産性の持ち主は、他の極めて高い生産性の持ち主と一緒に働きたがる（ジャズミュージシャンのチャーリー・パーカーがディジー・ガレスビーと演奏している）
＜まわりの人の重要性＞
＊ハーバード・ビジネススクールのボリス・グロイスバーグの研究：ウォール街の投資銀行で働く1000に以上の花形アナリストについて、他の会社への移籍後の成績を調査したところ、移籍直後に個人の成績が下がり、長期に亘り回復しない場合が多かった。しかし、チームのメンバーと一緒に移籍した場合、成績が落ちなかったり、むしろ上昇したりすることが分かった
＊ある人のスキルをどのくらい成果に転換できるかは、会社によって大きく異なる。従って、自分の知識やスキルを最大限生かしたければ、どの会社で働くかを慎重に選んだ方がいい
＊人脈や人間関係は、“生産性資産”の重要な要素であり、これを「職業上の社会関係資本」という。強力な人間関係を築いている人は、他の人の知識を容易に取り込み、自身の生産性を向上させ、イノベーションを促進できる。このような人間関係は、他人と協働して働くための豊かな土壌を生み、さまざまな見方を組み合わせる機会を作り出す。イノベーションを成し遂げるうえでは、多様な視点を組み合わせることがとりわけ重要と言われている
＊とりわけ重要なのは、小規模な仕事仲間のネットワーク、それも相互の信頼で結ばれ、互いに似たようなスキルと専門知識をもった人との強力なネットワークらしい。こうしたネットワークを「ポッセ」と呼ぶ
＊ポッセを築くには、自分と同じようなスキルと知識を持つ人たちとの関係を深めるために多くの時間を費やし、直接対面して会話する必要がある　　目次に戻る
評判
＊コカ・コーラやアップルなど大企業のリーダーは、企業の価値のかなりの部分は、ブランドや知的財産権のような無形資産であることをよく理解している
＊この点では、個人も同じ。中世の職人たちが売っていた商品の価値は、その人のブランド（職人としての高い名声）によって生み出されていた。長い時間をかけて築かれる職人の評判は、商品の品質を裏書きするものだった。ブランドと評判の重要性は現代も変わらない
＊生産性資産を築くうえで、高い評判を確立することの重要性は計り知れない。価値のあるスキルや知識を持っていても、好ましい評判を持っていなければ、それを生産的に活用できない
＊職業上の社会関係資本も、評判の影響を強く受ける場合がある。評判がよくない人は、質の高い仕事仲間のネットワークを築けない可能性が高い
＊評判は無形の資産なので、投資を行い、時間を費やさなければ獲得できない。それは長期に亘り価値をもたらし、売買の対象になりえず、時として瞬く間に毀損されることがある
＊評判を決めるのはまわりの人達だ。これまで協力的な態度や信頼に足る行動を続けてきた人は評判がよく。利己的に行動したり、他人をだましたりしてきたひとは、評判が悪い
＜評判はどう形成されるか＞
＊中世の職人は、権威ある同業組合に属していれば、地縁の無い流しの職人でも信頼された。一流のコミュニティーや企業に属していることが評判の面で頼もしいシグナルなるのは今も変わらない。しかし、最初の内は所属集団の効果は大きいが、次第に本人の行動に対する評価が評判を左右するようになる
＊まわりの人たちがあなたの評判を決めるが、たいていは一部の情報にだけ目を向け、さらに他人の評判という間接情報で判断する場合も多い
＊マスメディアは情報の拡散機能をもち、且つそのシグナルは拡散するにつれ増幅していく
＊評判の形成と拡散の過程で周囲との人間関係が大きな役割果たすという事は、自らの評判を自分ではコントロールできないことを意味する
＊いくつもの企業や業界を移り、スキルを変えながら長く働く（マルチステージ）時代に、キャリア全体を貫く要素の一つが評判だ。転職したり、他の業界に移ったりするとき、評判のよさはとりわけ大きな意味を持つ
＊新しい分野に移る時に役立つのは、汎用的なスキル・知識と良好な評判の組み合わせだ。公正さと誠実さ、実行力、柔軟性、信頼性に関する高い評判は、さまざまな役割や職で価値がある
＊3ステージの人生では、専門的なスキル・知識と実績によって評判が決まる面が大きかった。マルチステージの人生では、評判を左右する情報の量が必然的に多くなる。更に最近はソーシャルメディアにより、個人の印象や価値に関する情報が拡散されやすくなると同時に、他人による行動のチェックも容易になり、職業上の行動だけでなく、幅広い領域で自分のブランドと評判を管理しなくてはならなくなる
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２．活力資産
健康－脳は鍛えられる
＊寿命延長の要因：栄養状態の改善、医療テクノロジーの進歩、医療にお金を回すための経済力の向上
＊50歳で病気になり働けなくなることのダメージは、寿命70歳時代よりも、寿命100年時代のほうがずっと大きい
＊健康な食生活を実践するための投資の一環として、適切な食生活の維持、運動を習慣づけることがある。また、最新の医学情報に基づき、行動や習慣を修正するための時間を投資することも必要
＊幸福な人生にとって、最も重要なことは、明晰で健康な脳を保つことである
＊加齢により脳の機能が低下するペースは、3分の一が遺伝的要因で決まり、残りは生活習慣で決まる。具体的には、日々の行動、コミュニティーとの関わり方、人間関係の強さ、肉体的健康、食事が関係してくる
＊加齢に伴い、50歳を超えると脳の萎縮が始まり、80歳を過ぎるとそれが一気に加速するらしい。その為、老人は物忘れをしたり、頭の回転が悪くなることは、避けようがないと考えられていた
＊しかし、科学的な考え方は変わりつつある。筋肉を鍛える様に、脳を繰り返し使用して訓練を積めば、機能を高め、ダメージからの回復を後押しできる。逆に、脳を使わなければ、次第に衰えていく
＊脳に好ましい影響を与える方法の研究が始まっている。脳の機能低下を避けるために、運動することは、幾つかの研究では大きな効果があるようだ。また、低脂肪食、野菜と果物、脂分の多い魚、オメガ3脂肪酸、ビタミンB12、知能トレーニング、頭脳エクササイズ、などの有効性も指摘されている
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バランスのとれた生活
＊WHOの調査によれば、「非常に苛酷に」または「厳しい緊張の中で」働いていると答えたイギリスの労働者の割合は、1980年以降増え続けている。また2009年に、世界75ヶ国の1000社を対象に行われた調査によると、職場でストレスが高まっていると感じている労働者の割合は60%以上となっている
＊本書の著者であるグラットンと、ハンスーヨアヒム・ヲルフラムの共同研究によれば、職場と仮定を完全に切り離すことは出来ず、両者の間で「感情の伝播」があることが分かった
＊良い循環：朝、家族の支えでリラックスして出勤すれば、職場で望ましい伝播効果が生まれる。職場で、充実した活動を行い、新しいスキルを身に着け、興味深い人的ネットワークを築くことができれば、家に帰って望ましい伝播効果が発生する
＊悪い循環：家で疲れていたり、罪悪感を持っていたりすれば、そのマイナスな感情が仕事の伝播し、その日の活動と課題に悪影響が及ぶ。感情面の資源と活力が不足していれば、創造性とイノベーションの足が引っ張られ、ゆくゆくはそれがストレスを増幅させ、活力をむしばむ　　目次に戻る
自己再生の友人関係
＊精神と健康と幸福感を維持し、活力資産の形成に役立つのは、前向きな親しい友人たちとのネットワークだ。それは、深く結びついた友人同士の間で成立（仕事上の仲間で成立する「ポッセ」の人間会計とは別）し、長い時間をかけて形づくられる。本書の著者のグラットンは、これを「自己再生のコミュニティー」と呼んだ
＊ほかの人たちとの結びつきが強い人は、孤立している人に比べて、活力があり、エネルギッシュで、前向きな傾向がみられる
＊自己再生の友人関係は、幼い子供時代や、仕事の世界に入ったばかりの頃から長く続いていることも珍しくない。多くの場合、いくつもの糸を撚り合わせた様な多面的な人間関係である。お互いの事を、職場などの特定の一つの場面だけでなく、いくつもの場面で知っている場合が多く、これらが友情を長続きさせ、深いものにするうえで大きな意味を持つ
＊私たちはこのような人間関係に感情の投資をしている為、もしこの関係が壊れたり変質したりすれば、動揺し、時には落ち込む
＊このタイプに人間関係は、幸福と活力を生むうえで中心的な役割を果たす。それは、職業生活を成功させる土台になり、その人のアイデンティティーの要素となる
＊100年ライフでは、感情のこもった強い人間関係を維持することは難しい。しかし、そうした友人関係の価値はますます大きくなる　　目次に戻る
ジャックの無形の資産
＊株式アナリストは、株価を基に企業のブランドや評判という無形の資産を推定できるが、個人の場合はそう簡単にはいかない。
＊しかし、個人の無形の資産の金銭的価値を判定するのはあまり意味がない。それでも無形の資産が増えたか減ったかを、時間の経過とともに辿っていくことは可能
＊まず初めに生産性資産に投資する。大学に入学し、スキルと知識を築きはじめ、生産性資産が増加する。同時に同じ専門分野の人達とのはぐくみ、これが生涯を通じた仕事仲間のネットワークに発展していく可能性がある
＊大学在学中に優秀な成績を残し、評判も確立する、学生生活を楽しみ、自己再生の友人関係を形成し、将来の妻となる女性とも知り合う。社交の一環としてスポーツにも取り組み、健康も増進する。一方、学費ローンと家賃の支払いにより、有形の資産は縮小する
＊卒業すると、メーカーに入社し、生産性資産を形成する。職場で仕事仲間のコミュニティーに加わり、同僚たちからメンタリングやコーチングを受け、仕事はうまくこなせるようになるが、実務を通じた学習を別にすれば、価値あるスキルや知識には余り投資をしない。この時期、結婚して家庭を築き、多額のローンを組んでマイホームを買う

＊社交の範囲は狭まり、バランスのとれた人生を送ることは難しくなる。昇進を目指して仕事に打ち込み、お金を稼ごうとする結果、家庭や友達と過ごす時間は減らざるを得ない
＊職場と家庭の感情的なエネルギーの流れはマイナスになる。まだ子供が小さいのに、過酷な仕事を終えて帰宅する時は疲れ切っている。この時期は、長時間労働に追われながら家庭を築く慌ただしい日々になる
＊40歳代半ば、同業の会社に移って大きな出世を果たす。上級幹部として広い分野のマネージメントを担うようになるが、仕事仲間のコミュニティーを築くことが難しくなる
＊大学を卒業して以降、本格的な投資をしていないために、蓄えていたスキルは知識の価値が縮小し始める。また、職業上の社会関係資本を充実させるための時間を費やしてこなかったため、新しい考え方に触れさせてくれる人的ネットワークも十分にない
＊生産性諸本はする減り続けるが、仕事で全く通用しなくなる前に引退の日を迎えられる
＊引退後は、勤労期間に蓄えた金銭的資産を取り崩しながら生活すると同時に、再び肉体的・精神的健康に投資し始める。長く遠ざかっていた趣味も再開し、家庭や友人と過ごす時間も増やせる。じゃっぅの世代の多くの人たちにとって、引退生活は満足感を味わえる幸せな日々となる　　目次に戻る
3ステージの人生で失われるバランス
＊ジャックに人生では、夫婦合わせれば3ステージの人生が機能している
＊ジャックは主として勤労期間に有形の資産を築くことに力を入れる。伝統的な家族形態であるジャックの家庭では、この期間に無形の資産の構築、維持を担うのは妻のジルだ。子供の世話や。地域コミュニティーや友人との付き合いは、妻が一手に引き受ける
＊ジャックが幸せな引退生活を迎えられるのは、勤労期間に妻が無形の資産の構築、維持に専念しているからに他ならない。ここ数十年、結婚と夫婦の在り方は様変わりしてきた。ジャックとジルの人生は夫婦全体としてはバランスが取れているかもしれないが、夫婦二人のそれぞれの人生ではバランスを欠いている時期が多かったといえる
＊ジャックの人生でバランスを欠いている面がもう一つある。それは、勤労期間に無形の資産への投資があまりに少ない事だ。しかし、人生が長くなれば最適な生き方とは言えなくなる。長い勤労期間で活力資産が磨滅すると、疲弊しきって金の事ばかり考えるゾンビの様になりかねないのだ
＊長い引退人生にうまく対応できない人は、退屈な日々を送る羽目になる
目次に戻る
３．変身資産
＊100年ライフでマルチステージに生き方が広がれば、まず最初の教育期間が長くなる。これは無形の資産の獲得と蓄積に備え、テクノロジーの陳腐化に対処するための専門性を高めるためだ。
＊もう一つ予想されるのは、勤労期間が細切れ化することだ。知識の貯えが底をつき、健康のモチベーションが枯渇し、友人や家族との結びつきが断ち切れるのを避けるために、大半の人はキャリアをいくつかの段階に分割することを望むだろう
＊テクノロジーの変化が加速し、産業の興亡のペースが速まる時代には、頻繁にスキルを学び直す期間を設ける必要性が高まる
＊有形の資産と無形の資産のバランスを取るためにマルチステージの人生を生きる必要が出てくれば、私たちは新しいタイプの資産である「変身資産」を築かなくてならない
＊外的要因による人生での移行の経験；①テクノロジーが進歩してスキルが古くなる、②勤務先が倒産する、など
＊自発的に変わろうとする場合；①仕事を辞めてフルタイムで教育を受ける、②企業で過酷な職に就く、など
＊変化は時に難しく、大きな不安を伴う。変身資産とは、移行につきものの不確実性への対処能力を高める要素と言い換えられる
＊変身資産は、移行の不確実性とコストを減らし、成功の確率を高めるために役立つ
＜多くの移行期を経験する＞
＊1980年代後半、全てが変わり始めた（ジャックが40代半ばの頃）。この時期に雇用の流動性が大幅に高まった
＊企業は終身雇用を約束せず、働き手も柔軟な働き方を望むようになった。雇用契約が、関係的契約から取引的契約に変わり、成果ベースの短期的なものになり始めた
＊同じころ、外的要因も、グローバル化の影響により多くの雇用が失われた。ジャックの世代で準備ができないままに職を失っても、十分な財産を蓄えていた人は、変化を強いられた時に不安に苛まれたとしても、何とかこれを克服することができた
＊雇用の流動性が当たり前になりつつある時代に育ったのがジミーの世代だ。個人とその仕事が中心をなす新しい「契約」が出現し、組織は、個人が自己の目標を追求する場ないし手段と位置付けられるようになった
＊ジェーンが経験する変化と以降はジミーの世代に輪をかけて多い。この世代は勤務先だけでなく、恐らく働く業種も変わる。しかも、外的要因によって強いられるものではなく、無形の資産の基盤を維持するために自発的に乗り出すものになるだろう
＊心理学と社会学の分野の研究によって、移行に成功する条件として以下の三つが浮かび上がってきた；①自分を知り、将来の自分の可能性を知らなくてはならないが、このために必要となるのが、社会学者のアンソニー・ギデンスのいう「再帰的プロジェクト」（自分の過去、現在、未来についてほぼ絶え間なく自問し続けること）である。②活力と多様性に富むネットワークを築いていること。何故なら、このネットワークによって、自分がどのように変身できるかについての多様なロールモデルやイメージシンボルが得られるからである。③考えることではなく、行動することによって変化に到達する。そうした新しい経験に対して開かれた姿勢が必要
自分についての知識
＊長い人生を送るようになると、自身のアイデンティティが重要になる。アイデンティティは、他から引受けたり、親から引き継ぐものではなく、自身が丹念に作り上げるものになった
＊自身をよく理解し、他の人の意見を求め、寄せられた意見について内省することが有効。
＊自分と世界についての認識に新しい情報を加えるだけなら誰でもできる
＊変身資産を積極的に築こうとする人は、単に情報を加えるだけでなく、自己認識と世界の見方を変えることだ
＊心理学者のロバート・キーガンによれば、「人が大きく変わるのは、内省し、その結果について判断を下すときだ。ものの知り方を変える時、変身は起きる」。
＊アイデンティティを主体的に作り上げることは、心理学者のヘーゼル・マーカスとポーラ・ヌリウスが言うところの「あり得る自己像」を作り上げることだ。「あり得る自己像」とは、自分が未来にどのような人間になる可能性があり、どのような行動をとる可能性があるかを表現したものである
＊「あり得る自己像」は、自身についての知識と組み合わさって、未来に取るべき行動へと促す（あるいは、好ましくない行動を回避させる）強力なインセンティブになる
＊自分についての知識を持っている人は、人生の新しいステージで成功する確率が高く、変化によりアイデンティティが脅かされているとあまり感じない
＊人類学者のシャーロット・リンデは、大勢の人たちのライフストーリーに耳を傾けた結果、人々は一貫性を持った人生の物語を描くことに多大なエネルギーを費やしていることが分かった
＊人生の物語が一貫性を持つためには、継続性（変わらない要素は何か）と因果関係（自分に起きたどのでき事が変化の原因になったか）の要素が欠かせないことが分かった。リンデによれば、自分についての深い知識は、その継続性と因果関係の要素を形づくるうえで極めて重要である　　目次に戻る
多様性に富んだネットワーク
＊ジェーンの人生では、準拠集団、ロールモデル、比較対象とする人達がたびたび変わる
＊変身を遂げるためには、それまでよりも広く多様性に富んだ人的ネットワークに触れることだ
＊アイデンティティは友人関係やその他の人間関係に深く根ざしているので、移行を遂げる時にはどうしても交際範囲が変わらざるを得ない。具体的には、ロールモデルになり、意気投合できる人物、自分と同様の経験をした人物を探すことになる。変身は一人ぼっちではでも、昔と同じ友達グループの中でも実現しない
＊あなたの事を最もよく知っている人は、あなたの変身を助けるどころか、妨げる可能性が高い
＊新しい人的ネットワークに接すれば、新しい価値観、規範、態度、期待に触れられ、且つそうしたグループのメンバーはあなたと同じ様な不安を味わっている可能性が高く、そのような人と自身を比べることで、あなたは変身への抵抗を乗り越える「臨界点」に到達できるのだ
＊こうした多様性に富んだ新しい人的ネットワークは、「ポッセ」や「自己再生のコミュニティー」とは重なない可能性が高い。この様な人的ネットワークは、規模が小さく同質性が高い集団なので、メンバーに変化を促すより、同室であり続けることを願う傾向が強い
＊大規模で多様性に富んだ人的ネットワークが重要な無形の資産と位置付けたのは、それが長期に亘り価値を生むからだ

＊マーク・グラノヴェターの研究によれば、職探しで重要なのは人的ネットワークであり、知識ではない。職探しで有益な情報は、友人の友人など緊密でない関係の人から寄せられる
＊社会学者は、親密な友人などの関係はストロングタイズ（強い絆）、緊密でない関係の人をウィークタイズ（弱い絆）と呼んでいる。ストロングタイズの友人関係では知っている情報が概ね同じだが、ウィークタイズの人は、新しい情報を持っているからである　　目次に戻る
新しい経験に対して開かれた姿勢
＊私たちの日常生活の多くは、決まった行動パターンで構成されている。変身の過程ではそうした行動パターンが脅かされ、しばしば不安に苛まれる
＊既存の行動パターンは、自身についての理解を深めたり、外的な要因の影響を受けたりすることにより崩れる。そうした経験が新しい生き方を模索する出発点になる。ダグラス・ホールとフィリップ・マーヴィスはこれを「ルーティン・バスティング」（型にはまった行動の打破）と呼ぶ。新しい学習のサイクルがここから始まる場合もある
目次に戻る
第5章：新しいシナリオ（可能性を広げる）
＊人生が長くなれば、3ステージの人生を長く引き伸ばすだけでは、よい人生を送れない
＊100年ライフの大きな特徴の一つは、ライフスタイルと人生の道筋が多様になることだ
＊昔ながらの3ステージの人生では、人生の計画と自己内省はほとんど必要とされなかった。何故なら確実性と予測可能性がある人生だったからだ
＊人生が長くなれば、不確実性が拡大する。将来どのような種類の職があるのか？　どのような教育が必要とされるか？　自分がどういう人物になるのか？　何を目標にするか？
＊私たちは、誰もが現状維持を好む。既知のものを選ぶ傾向が極めて強い。人はたいてい、経験したことのない生き方を想像するのが難しいのだ
＊以下では、ありうる自己像の考え方に基づいて、ジミーとジェーンの人生のシナリオを何通りかを紹介する。人生のステージを経る順序や人生で経験する移行についてさまざまな可能性を検討し、長期にわたる有形の資産と無形の資産のバランスのとり方を考えたい
目次に戻る
ジミーが送ってきた人生
＊現在40代半ばのジミーは、人生の次の段階に向けて、いまどのようなシナリオを選ぶべきか考えなくてはいけない
＊大学でコンピューターを専攻したジミーは、21歳で卒業し、地元のIT企業に入社した。大学の学費と生活費の借金を抱えたいた為、お金の面では債務が試算を上回っていた
＊25歳の時、やや規模の大きい会社に転職し、リーダーからコーチングを受けながら、協働のスキルを磨いた
＊30歳の時、チームリーダーに昇進し、4ヶ所にまたがるITチームを率いるようになる。週に２～3回は出張する為、家庭への影響は大きくなった。マネージャーとして出世の階段を上る内に貯蓄をし、頭金を払ってマイホームを買った
＊この会社は、管理業務の半分をインドのムンバイにアウトソースすることを決め、ジミーはその責任者になった
＊順調に見えたが、アウトソーシングが非常にうまくいったため、IT系の事務・管理業務の全てをインドに移すことになり、ジミーは2010年、39歳で職を失った
＊この時、世界はリーマンショック（2008年）後の金融危機のダメージで苦しんでいた。多くの企業は新規採用を凍結している、再就職の道は険しかった
＊そこで、ジミーはフリーランス（ITの専門家）として働くことを決意した。自身のウェッブサイトで仕事を受け、報酬は業務期間単位で受け取ることにした。お金の面では厳しい時期であり、ジミーと妻は貯蓄をあきらめ、更に生活費をまかなうためにマイホームを担保に金を借りざるをえなくなった
＊2012年には経済が明るさを取り戻しはじめ、企業が再び採用を始めるようになった。ジミーは30社以上の企業に履歴書を送り採用活動を行った結果、ITコンサルタントの会社に就職が決まった（41歳）。
＊所得が大幅に上昇し、マイホームのローン返済を再開すると共に貯蓄も始めることができた。就職と同時にチームリーダーに昇進し15人のITコンサルタントを率いるようになると、仕事は過酷となり、幹部同士の競争が激しく、売り上げは1週間単位で集計・報告しなければならなくなった。しかも、チーム同士が顧客を奪い合っていた
＜40代半ばのジミーの「資産」＞
＊生産性資産：①大学時代／テクノロジーについて学び、一般的な知識とスキルを習得；②最初の会社／ITシステムに習熟し、マネージメント能力も磨く；③最初の転職先の会社／インドのITアウトソーシング市場と複雑な企業提携のマネージメントを学ぶ；④フリーランスの時代；⑤次の転職先の会社／日々のノルマに追われて学んだりする時間は無く、スキルと知識が枯れてゆく
＊活力資産：①大学時代／自己再生の友人関係の基盤を築く；②最初の会社／結婚し、3人の子供を授かる。子供を通じての近所付き合い、妻はパートを始めるが、引退している妻の両親が育児に手伝いにくるなど活力資産の面は順調；③最初の転職先の会社／妻は子供の世話で忙殺され妻の両親からのサポートは少なくなるためパートの仕事の継続が難しくなる。ジミーも出張が続いて子供たちとの触れ合いが減り、活力資産が減り始める；④フリーランスの時代／家庭生活と仕事のバランスを取り戻す。子供たちと過ごす時間が増え、昔の友達と連絡を取り合い、妻との旅行にも出かけることが出来、無形の資産に多くの投資ができる；⑤次の転職先の会社／ジミーは、長時間労働が続き不機嫌なことが多くなり、仕事以外割ける時間が無くなる。妻は戸惑い、家庭に八つ当たりしているように思うようになり、仕事を再開したいと思っているのにジミーが支えてくれないことに不満を募らせてゆき、ジミーの活力資産は減ってゆく
＊変身資産：ジミーは、③最初の転職先の会社で会社の同僚と重要な人的ネットワークを築き、④フリーランスの時代にも出会った人たちと重要な人的ネットワークを築くことができた。また、これらの時代に移行に役立つ能力をはぐくみはじめる。自分についての知識を深め、新しい経験に対して開かれた姿勢を身に着けていった。一方、⑤次の転職先の会社の時代には、多様性のある人的ネットワークを築いたり、自分自身や自分の人生について掘り下げて考えたりすることにほとんど時間を割けない
＊有形の資産：ジミーは、①大学時代には、学生時代の借金を抱えた；②最初の会社、③最初の転職先の会社では、大学時代の借金を返し、ローンを組んで家を買い、所得の15%前後の貯蓄ができた；④フリーランスの時代には、活力資産は充実するものの、有形の資産は減少し、マイホームを担保に金を借りる羽目になる；⑤次の転職先の会社では、高給を受け取り、以前の様な貯蓄率に戻ることができた
＊こうしてジミーは40台になって有形の資産を再び築き始めるが、無形の資産は細っていく。人生の後半の働き方について、どのような選択肢を持っているのか？　目次に戻る
3.0シナリオ（３ステージの人生を選択）
＊2021年のジミー（50歳）：変化の速いテクノロジーの世界で、自身のスキルが時代遅れになり、職場で脇役に追いやられる。有形の資産をチェックすると65歳で引退するには貯えが足りないことに気づく
＊2031年のジミー（60歳）：貯蓄は不十分、無形の資産も不足していることに気づき将来の事が不安になる。引退後に最終所得の50%の生活資金確保できるレベルに達していない。また、政府の公的年金が削減され、2034年には、受給開始年齢が70歳に引き上げられることが決まっている。企業年金は最初に就職した会社のみ。一方、学習と教育に本格的な投資をしてこなかったため、スキルが衰えており、低賃金の職に就かざるを得なくなる。ポートフォリオワーカー（次章で述べる）としていきたいと思っていたが、専門的なスキル、仕事仲間や顧客の人的ネットワークも持っておらず、そのような生き方は出来ないことに気づく
＊2041年のジミー（70歳）：充分な給与を受け取れる職に就くことが難しくなり、フルタイムの会社員として働くことをやめる。収入は少なく、思っていたよりもずっとひもじい生活をする羽目になる
＊問題点：貯蓄が不十分なこと、無形の資産への投資が不空分な事　　目次に戻る
3.5シナリオ（3ステージに追加の0.5ステージを加える）
＊あまり野心的ではないシナリオであり、ある程度の刷新と変化が求められるが、無形の資産に大きな投資をしたり、変身資産を本格的に用いたりすることはない。これは、40代半ばになってリスクを伴う大掛かりな変化に乗り出したくない人や、引退が近い人に向いている
＊2026年のジミー（55歳）：公的年金の受給を70歳に引き上げる計画を受けて行動を起こす。ライバル社に移籍しても高給の職に就くことは難しいと気づくが、老後資金を計算するとあと15年は働かなくてはならない
＊例１：会社時代の古い友人が近所の社会人大学で学長をやっており、彼に誘われて、週一回夜間の講義を行う生活に入る。給料は減るものの、自分の能力は生かせるという実感が生まれると共に、仕事と家庭のバランスも生まれる。しかし、お金にゆとりはなく、多くの友人達ほどには夫婦での旅行は楽しめない。大学ではよき同僚と評価されてはいるが、1年たつごとに自分の知識と経験が古びていくことを痛感し、71歳で寂しい引退となる
＊例２：夫婦の古い友人の紹介で、隣町の店の手伝いと他のスタッフの監督を行うことを頼まれる。給料は大したことは無いが、社交的な生活なので仕事そのものはそれなりにたのしい
＊3.5シナリオは、資金計画を成り立たせる助けにはなり、活力資産をはぐくむための時間がたっぷり確保できる。しかし、生産性資産を充実させたり、変身資産を活用したりすることはほとんど無い。追加の0.5ステージは3ステージの人生の付録程度の意味しか持たない　　目次に戻る
4.0シナリオ（4ステージの人生を選択）
＊3.5シナリオよりも無形の資産に投資し、リスクを覚悟した行動をとり、多くの変化と変身を経験する。3.5シナリオと違うのは、早い段階で変化の必要性に気づく結果、まだ長い勤労人生が残っていて、変化を遂げる時間が十分にあることだ
＜ポートフォリオ型の新ステージ＞
＊2016年のジミー（45歳）：立ち止まって自身の人生とまわりの世界を考えてみたところ、このままでは、資金計画が成立しないことと、自身のスキルが陳腐化することに気づく。しかし、新しいスキルを習得すれば、業界内の高成長分野に転身できる可能性が高まることが分かり、妻と相談してチャレンジすることを決心する
＊仕事上の友人達の人的ネットワーク（“ポッセ”）から適切な研修プログラムの紹介を受ける。会社の上司に相談したところ、研修費用の負担はしないと言われたため、自費で受講することに決めた。プログラムは週2日の夜間と、隔週土曜日を充当することになり、余暇の時間をレクレーション（＝娯楽）ではなく、リ・クリエーション（＝創造）にするために使うという過酷な日々になる。しかし、スキルの向上とモチベーションの高い人たちと知り合えるうえ、最後には、業界でよく知られた証明書を受け取れる
＊研修プログラムを終了した後、職探しを始めた結果、従業員の育成を重視しており、ジミーの能力（バーチャルなチームをマネージメントし、複雑な企業提携をサポートする能力）を高く買ってくれるインドのIT企業を選んで転職した
＊妻のジェニーが再びフルタイムで働きたいという希望を持っていた為、二人で話し合いを行って、夫婦の関係とお互いの役割を変えることに決め、夫婦共に働ける態勢を整えた
＊また、夫婦二人は、健康と幸福についても慎重に検討し、食生活に気を配ること、スポーツジムに入会すること、二人共のハーフマラソンに参加することを決めた
＊2026年のジミー（55歳）：勤務先は年10日の好きな内容の研修に参加することを認めてくれた。1年目の研修では、バーチャルなチームをマネージメントする能力を磨き、2年目は、効果的なアウトソーシングの手法を学び、3年目は、高度なロボット工学を学んだ
＊また、次の10年間の計画を検討した結果、将来は様々なポートフォリオを築く必要があると思えた。具体的には投資の一つとして上級レベルのプロジェクトマネージメントの研修プログラムに参加することを決め、会社と相談したところ、年に2週間、仕事を休んでこのプログラムに参加することを認めてくれた。ジミーは、更に年に10週間、週末を返上して、現役のプロジェクトマネージャーが集まる合宿セミナーにも参加する。さらに、世界をまたにかけてプロジェクトマネージャーの人的ネットワークも築きはじめる
＊この分野には三つの世界規模の学びのコミュニティーが形成されており、この三つの全てに加わった。ジミーは国際派のプロジェクトマネージャーとして知られるようになり、幾つかの関連スキルの資格取得も目指す

＊2036年のジミー（65歳）：ジミーと妻のジェニーは、まだ引退する気は全くない。ジミーは2年前にインドのIT企業を退職し、正式な資格をもってプロジェクトマネージャーとして働き始めた。
＊三つの世界規模のコミュニティーで10年かけて人的ネットワークを築いたことが功を奏し、仕事には事欠かない。現在は、サハラ以南のアフリカで大型ITプロジェクトの運営を専門に活動するようになっている。子供たちは経済的に自立しており、妻のジェニーも仕事を続け、夫の出張中は自由な暮らしを楽しんでいる。
＊ジミーは望み通りポートフォリオ型ライフを実践できている。価値の高いスキルを持っているおかげで、刺激を味わえる仕事を得られ、70代後半になっても、まだ仕事の依頼がある
＊人生の資金計画は、77歳までポートフォリオ・ワーカーとして働き、会社員時代と同レベルの所得が得られるとすれば、老後の生活資金を確保するためには、年間所得の8.5%を貯蓄すればいい。こうした人生を送れるのは、早い段階で生産性資産と活力資産に投資したおかげである
＜起業家型の新ステージ－（インディペンデント・プロデューサー）＞
＊2016年のジミー（45歳）：会社の仕事は過酷で、家庭の負担も大きいことに耐えられなくなってきた。家計の維持と住宅ローンの返済で、現在のままでは70歳で老後資金が必要なだけたまらない事が分かった。そこで、余暇時間の一部をレクレーション（＝娯楽）ではなく、リ・クリエーション（＝創造）にするために使い、起業に向けた準備を始める
＊IT市場を調査した結果、多くの新興企業が事務・管理業務のコストを抑えたがっていることが見えてきた
＊昔の人脈の中で、インドでクラウド・テクノロジーの最先端で仕事をしている仲間を見つけ、休暇を取って仕事の内容を見学させてもらった
＊起業の為の準備として、仕事の傍らサイド・プロジェクトを行い、起業後の仕事の感触を探り始める。また、地元の企業家クラブに加わると共に、会計とマーケティングのオンライン講座も受講する
＊現在住んでいる町は規模が小さく、起業後の顧客があまり存在しないこと為、会社の上司に掛け合って、大都市の拠点に異動を願い叶えられる
＊大都市の拠点には、中小企業が多く集まりビジネスが盛んだ。新しい町に引っ越すと、早速これらの人との人脈づくりを始めた
＊休暇を取ってインドに見学に行った時に知り合った、インドのアウトソーシング会社2社と緊密な関係を築いているボブが絶好のビジネス・パートナーになり得ることを思いついた。ボブは、起業家志望者を対象に訓練と創業資金を提供する政府プログラムを利用するよう助言してくれた
＊2019年のジミー（48歳）：企業設立の準備が整った。同時に、ジミーとジェニーは支出を細かく見直し、出費を減らすために海外旅行をやめ、ゴルフクラブを退会するなどライフスタイルを変更し、質素な生活を心掛けるようになった。これにより、いざという時の貯えを少し増やすことができ、倹約生活にも慣れることができた
＊2020年前半（49歳）：ボブと一緒に会社を設立。二人の地元のコネを通じて最初に二つの顧客を獲得し、インドの提携企業と緊密に協力することにより、低コストで高いサービスの提供を始めた

―二つのシナリオのまとめ－
＊ポートフォリオ型にしろ、起業家型にせよ、4.0シナリオを実践するためには、現在の状況にしっかり目を開き、待ち受けている未来をじっくり検討しなくてはならない
＊いずれのシナリオでも、ジミーは勇気をもって大きな変身を遂げ、自分を「再創造」させたが、簡単な道ではない。また、目指す人すべてが成功するわけではない
＊成功を収める人たちにとっても、変化はストレスを伴う試練と感じられるだろう。こうした局面で重要になるのは変身資産である
＊二つのシナリオは、いずれも有形の資産と無形の資産を構築・増強でき、更に老後の生活資金を増やし、生産性資産と活力資産も増やすことができる
＊二つのシナリオの重要な違いは、起業家型の新ステージは、お金の面でも右傾の資産の面でもよりリスクが大きく、ストレスも大きい。一方、ポートフォリオ型の新ステージは、夫婦が一緒に過ごせる時間を多く確保できる。どちらを選ぶかは、本人の嗜好と状況次第だ
目次に戻る
ジェーンの人生のシナリオ
＊ジェーンの人生は非常に長いので、有形の資産と無形の資産の両方で問題が持ち上がり、3.0シナリオや3.5シナリオは実践不可能になる

＊ジェーンは、4.0シナリオ、ことによると5.0シナリオを生きるしかないことになる。長い年数働き続けるためには、無形の資産への大々的な再投資を行い、自らを再創造して変身を遂げなくてはならない
目次に戻る
ジェーンの4.0シナリオ
＊ジェーンが労働市場に加わるのは、2019年頃。その後数十年の間に中スキルだけでなく、低スキル、高スキルの定型的な仕事も続々と消滅してゆく
＊職場の研修だけでは、スキルが古くなることは避けられないので、ジェーンが自由の使える時間を、レクレーション（＝娯楽）ではなく、リ・クリエーション（＝創造）にするために使う必要が出てくる。生産性資産に絶えず投資し続けなければ、必要とされるレベルのスキルを保つことは難しい
＊まとまった中断期間もなく、60年も働き続ければ、活力資産も枯渇してしまうと思われる
＊ジェーンが30デイになる頃には、週休3日の勤務体系が強力な選択肢になり可能性もある
目次に戻る
ジェーンの5.0シナリオ
＊ジェーンの選択肢はジミーより多い。変身を遂げるのが得意なら、5つのステージで構成される人生を生きることもできる
＊2019年のジェーン（21歳）：自分が100年以上生きる可能性が高いことを前提に人生の選択を行う。人生の進路について大きな決定を下すことを避け、さまざまな選択肢を模索する
＊現代史を専攻して大学を卒業した後、旅に出る。その間、各種資産を築かないままに、不安定な雇用形態で働くことも厭わない。つまり、エクスプローラー（探検者）の日々を送ることになる
＊例えば、アルゼンチンとチリを旅するとする。旅行途中のブエノスアイレスに３ヶ月滞在し、スペイン語の集中講座を学び、技能検定試験にも合格する
＊料理好きなジェーンは、ラテンアメリカの期間限定の屋台に強い興味を抱く。自身もフィエスタ（お祭り）の日だけの屋台を始められないかと考え、流ちょうになったスペイン語を駆使して、他の都市のフィエスタ主催者と連絡を取り、実際の屋台ビジネスの経験を積む。収入は僅かだが、滞在費用をまかなうには十分である
＊この時期、ジェーンは楽しみながら、組織づくりのスキル、予算策定の基礎、ラテンアメリカ各地のフィエスタ主催者とのコネも築く。帰国した後も、知り合った人たちとの人的ネットワークを維持する
＊2026年のジェーン（28歳）：
＊数人の友人とフィエスタ・ビジネスの会社を立ち上げ、インディペンデント・プロデューサーとして、組織に属さずに働く。初期の仕事は、幾つかのストリート・フィエスタの企画と運営であった
＊事業を立ち上げる人の多くと同様に、ジェーンは資金繰りに苦労するが、経験豊かなサムという人物と知り合い、イベントを手掛ける多くの起業家を紹介してもらったほか、資金調達に関して視野を広げるよう促された
＊オンライン上で不特定多数の人から資金を調達するクラウド・ファンディングで出資を募る
＊オンライン上での評判を確立する必要性に気づき、サムから“元気で面白い人物”というイメージ作りのコツを教わった。毎週ブログを更新し、フィエスタ主催者たちの間に熱心なファンを獲得してゆく。やがて、ファンが数千人に広がり、活気あるオンライン・コミュニティーが形成された。ファンの多いフィンランド、韓国を訪れ、フィエスタ主催者たちとの交流を深めた
＊ジェーンは、自分についての知識を深め、人生の選択を間違えない様に有形の資産よりもむしろ、無形の資産（人的ネットワークの充実、評判の確立）の形成に多くの投資を行う
＊身に着けたばかりのスキルを駆使して稼げば、負債を抱えずにつつましく生活することは可能
＊ジェーンが、無目的に生きる若者との違う点は、働く過程で生産性資産（有益な基礎スキル、オンライン上での評判の確立、など）を築くとともに、目的意識をもって様々な土地を旅し、多様な人々と知り合うことにより変身資産も充実させていることだ。特に、多様性のある人的ネットワークの形成は、自身のアイデンティティ―を変えていくうえで不可欠なものだ
＊ジェーンはこの時期、新しいことに取り組み、実験を行い、スキルや知識を身に着け、自身が得意なこと、好きなことを見極めている。また、これらは組織のルールや手続きに縛られずに、自分でコントロールできる環境で行っている
＊またこの時期、活力資産の形成にも本格的に取り組む。世界を飛び回る日々は極めて過酷である反面、旅先で素晴らしい友人たちと出会い、一緒に仕事をすることにより、自己再生のための友人関係を築くことができる
＊このステージで注目すべきは、オンライン上で確立した人格、幅広い人的ネットワーク、成功させた新しい取り組みは全て将来のキャリアを飛躍させる発射台になる。オンライン上の人格と評判は、学歴に負けず劣らず重要である
＊多くのボーイフレンドができるものの、将来の約束はしない
＊2033年のジェーン（35歳）：
＊エクスプローラーとインディペンダント・プロデューサーのステージは楽しかったが、このあと10年ほどで金銭的資産を築かなければならないと自覚。
＊オンライン上の存在感が高まったジェーンは、大企業の幹部たちの目にとまり、数社から入社を誘われる。食とエンターテインメントの分野での経験、質の高い人脈、新しい取り組みと顧客ニーズを取り込んできた実績が買われた
＊オンライン上の活動を強化し、世界中の食関係のイベントを紹介したいと思っていた食品会社選んで入社、それなりの給料と地位を得た
＊企業環境が様変わりし、エコシステム（生態系）維持を企業活動に取り入れる必要性を感じ、社内のいわば“高速レーン”を走ってきた人ではなく、社外に幅広いネットワークをもった最も有能な人物をネット上で探す企業が増えてきたことも、ジェーンの転職の背景にある

＊30代半ばで大企業に加わったジェーンは、新興企業から転職した人が感ずるのと同じように、意思決定が遅く、アプローチが官僚的である企業文化にすぐにはなじめなかった。しかし、いくつかの国際的な役割を歴任し、その都度給料が大幅に上昇すると共に、職業上のアイデンティティーは「ベンチャーの人」から「大企業の世界で活躍できる人」へと変貌した
＊ラテンアメリカで過ごした経験により、持続可能なサプライチェーンの構築という難題について、深い理解が得られたことに気づき、このテーマに関する知識を更に増やすために、3日間の専門のセミナーに参加。それを通じて、他の企業関係者やNGO関係者など接点がなかった人たちと人的ネットワークを築く
＊会社で2年目を迎えた時、人的ネットワークを土台に、アマゾン地方やルワンダのクループから、食品フレーバーの原料を購入するプロジェクトを立ち上げた。ジェーンはこのプロジェクトを通じて、ビジネスの実態を知り忙しい毎日を過ごす
＊また、環境の持続性と農産物の輸送に関した農家と協力している地元のNGOとの関係も深めてゆく
＊持続可能なサプライチェーンに関する記事などで、頻繁にブログを更新したり、講演を行なったりして、職業上の評判を確立することにも腐心する
＊また、子供時代や旅行中に知り合った友人たちと連絡を絶やさず、活力資産も引き続き強化する
＊平均寿命が伸びても、出産に適した年齢は伸びないので、出産時期という大きな問題に直面する
＊そんな時、ブラジル旅行中に地元のNGOで働く男性と知り合い結婚する。ジェーンは37歳で長女を2年後に長男を出産する。ベビーシッターの力を借りつつ、夫婦で家事を分担して生活する
＊2041年のジェーン（43歳）：新しい経営陣に代わり、今後の昇進は難しいと気づき、新しい選択肢の模索を始める
＊厳しい決断だったが、45歳の時に退職する。一家の所得は夫からのみとなり大きく落ち込むが、厳しいながらも破綻せずに済む
＊時間に余裕ができたジェーンは、学校に通う子供の世話、高齢の両親との時間を過ごしたりできるようになったが、数年先には仕事を再開すべきだと思うようになる。夫はジェーンが仕事を再開したら仕事を辞めて、自分の進む道を検討しようと計画している
＊ジェーンは、自身のアイデンティティーを見つめなおし、様々な選択肢について友人や知人の話を聞き、進むべき道を検討する。これは変身資産を強化するプロセスといえる
＊ジェーンは、所得を最大限増やすために人材採用の仕事を目指すことに決めた。必要となる生産性資産は、人間の心理に関する知識であることが分かり、2年間かけてオンライン講座で学び、大学で職業心理学の学位も取得する。
＊その後、ホテル、旅行、食品分野を専門とする人材会社に入社し、人材採用コンサルタントの道を歩み始める
＊2046年のジェーン（48歳）：有形の資産の形成に力を入れる日々を送るが、この後15年間、同じ業界内で数回の転職を重ねたうえで、60歳の時にヘッド・ハンティングされて、業界屈指の大手企業の取締役に就く
＊これを機に、生産性資産を構成する要素が変わり始めた。社内の他のメンバーのメンタリングやコーチングの機会は増えると共に、その人たちの人的ネットワークの一員としての役割が大きくなる
＊一方、仕事は過酷で、出張も多く、家族のために避ける時間が無く、活力資産が底をつきつつある
＊2068年のジェーン（70歳）：お金の面ではうまくいくものの、友人達とは疎遠になり、夫との関係も緊張し、健康も悪化し始めた。そこで、活力資産を最優先にした生活に転換することを決める
＊子供たちにはもう手がかからず、夫婦で一緒に旅に出る
＊2070年のジェニー（72歳）：リフレッシュしたジェーンは、キャリアの次の段階に移行することを望む。ただ、過酷な仕事や大幅に時間を制約される仕事にはつきたくない
＊それまで築いてきた変身資産でプロジェクトを計画する。具体的には、様々な要素で構成されるポートフォリオ型の生き方を実践する；①1年に30週は、週に1日ラテンアメリカのストリートチルドレンを支援する国際組織で働く、②週に１日、ローカルな中規模の小売企業で非常勤取締役の仕事をする、③2週間に１日は、地元の治安判事も務める
＊85歳のとき、ジェーンは本当に引退する。これ以降は、孫やひ孫と過ごす時間を大切にし、毎年1回は、彼らを連れてアマゾン地方に出かけ、自分の人生で大切な意味を持った土地を訪ねる
＊これまでのジェーンのシナリオにおいて、20代から30代にかけてのエクスプローラーの時代と、インディペンデント・プロデューサーの時代には、ほとんど貯蓄ができないとすれば、引退時の最終所得の50%の生活資金を確保すし、2度にわたる移行期間の生活資金をまかなうためには、食品会社の時代、人材会社の時代、ポートフォリオ時代に、毎年所得の10.9%を貯蓄に回す必要がある
＊ジェーンのステージの選択肢として、ポートフォリオ・ワーカーの時代に食べ物への愛を土台に夫婦でレストランを経営することも考えられる
＊あるいは、再び食品業界の企業に戻り、今度は昔より地位が低く、ストレスも軽い役職に就くことも考えられる。しかし、このシナリオを生きるとすれば、企業で常識となっているキャリアの階段を逆行するために、企業の在り方に興味深い問いを投げかけることになる。また、ジェーンの直属の上司はやりにくいかもしれないが、ジェーンが会社に貢献できる点は多い。若い人達と交わりコーチングしたり、ロールモデルになったりできる。また、ジェーンにとっても、若い同僚たちから学べることが沢山あり、若い人達と触れ合うことにより、活力資産を強化し、人生に対して前向きになり長い間若々しくあり続けられる。
＊いずれにせよ、企業の「階段」を上るだけでなく、下る決断をする人がどんどん増えていくと考えられる。100年ライフに合わせた生き方と働き方を実践し始めるにつれて、この点が大きい関心事になることは間違いない
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ジェーンとほかの世代の決定的な違い
＊ジェーンが選べるシナリオを幾つか描いてみたが、これにはリスクが伴うことは明らかだ。エクスプローラーのステージを生きている時に、ビジネスを立ち上げる為のスキルを学ぶ意欲とモチベーションを持てるのか？　また、組織に属さずに働く期間を長く過ごした後で、本当に会社暮らしになじめるのか？
＊著者は学生たちに、あり得る自己像と、未来のシナリオに潜むリスク要因を検討するよう助言している。リスクを分析し、挫折した時にどうやって立て直すかを考えておくことは必要だ
＊ジミーとジェーンの人生について明るいシナリオを描いた、解雇や離婚、病気などによって人生のシナリオがダメージを受ける可能性は考慮していない。個々のシナリオが、この様な出来事にたいして、どの程度の耐性を持っているか検討することは、人生設計の重要な要素になる
＊ジミーの世代は、40代半ばの時に3.0ステージのシナリオから大きな転換に乗り出すために変身を行った。一方、ジェーンは最初から変身することを前提に人生の未来を計画しなければならない
＊ジェーンの世代がそれ以前の世代と大きく異なるのは、人生が非常に長くなるために、活力資産を保つことが極めて難しい
＊ジェーンの5.0シナリオでは、キャリアを中断してリフレッシュし、変身を遂げるための期間を二度設けている。この期間に、人的ネットワークを広げ、自分のアイデンティティーについてじっくり考えることにより変身資産を築いている
＊長寿化時代には、無形の資産を補充し、本格的な移行を成功させるために、自分を「再創造」する期間を持つことが当たり前になると思われる。ジェーンは、余暇の時間の多くを消費ではなく、投資に振り向けた。また、移行期間を設けるために、その間の生活資金も貯えていた
＊5.0シナリオで見落としてはならないことの一つはアイデンティティーである。人生で多くのステージと多くのキャリアを経験するようになれば、そのすべてを貫く一本の柱をしっかり持つ必要が出てくる。こうした柱があってこそ、人生のシナリオが真の意味で自分のものになるのだ。ジェーンにとって、最初に世界を旅して探索することが重要なのはその為であった
＊そうした経験を通じて、自分がどういう人間なのか、何を大切にするのかが明確になれば、人生の多くにステージに一貫性を持たせられる。自分の過去と未来をつなぐ一貫したストーリーを持っている人は、いくつものステージを移行するリスクが小さくなる
＊マルチステージ化する人生が突きつける問題の一つに、家庭内のパートナー同士の関係をそのようにするかという点だ。長寿化時代には、老後の生活資金や人生の途中での移行と再創造のために資金が必要となり、男女両方が職を持つことに魅力を感じる夫婦が増える。
＊夫婦の両方が職を持つ場合は、無形の資産の強化と、様々なステージと移行の順序付けに関して、綿密な調整を行う必要性が増す。パートナーそれぞれが自分の人生を計画し、人生のバランスを取ろうとすれば、移行と変化をマネージメントするために、二人が支えあい、互いに尽くす必要がある
＊ジェーンの5.0シナリオでは、金銭面の状態は時期によって大きく変動する。金銭的な資産は谷底と頂点が何度も訪れる。また生涯で最も所得の高い時期は、引退よりだいぶ前に訪れる。従って、老後の生活資金と住宅ローンの他に、所得の少ない移行期間に備えるために、お金を溜めなくてはならない
＊いうまでもなく、ここで示したものは、あくまで単純化されたシナリオである。誰もが創造力を羽ばたかせ、どのような未来が可能かを創造的に考えなくてはならない
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第6章　新しいステージ（選択肢の多様化）
＊大学卒業後すぐに世界中から集まって来る、ロンドン・ビジネススクールの学生たちと議論すると、人生の新しいステージの持つ可能性の大きさを実感させられる。学生たちの発想は、目を見張るほど鋭い。彼らは、自分のキャリアの選択が親の目からは道に反するものに見えていると感じている
＊本章では、エクスプローラー、インディペンデント・プロデューサー、ポートフォリオ・ワーカーという三つの新しいステージの目的と性格を掘り下げて検討したい
＊新しい人生のステージが出現すると言っても、こういうことは過去にもしばしばあった。人類の寿命が長くなるにつれて以下の経過を辿った；①人類の歴史の大半の期間、人々の人生は、子供と大人という二つのステージで構成されていた、②20世紀には、ティーンエージャーと引退後という新しいステージが生まれ、今ではすっかり当たり前になっている。その変化の過程では、社会で莫大な数の実験が行われ、政府の規制と企業の方針、人々の行動が大きく変わる必要があった。従って、③21世紀に新しい人生のステージが根付くまでにも、同じように多くの社会的実験と変化が起こることはを避けて通れないであろう
＊マルチステージの人生が一般化しても、人生のさまざまなステージを経験する順序は一様ではなくなる。また、すべての人が全てのステージを経験するわけではない。また、新しいステージが今までの3ステージに取って代わることも無い
＊3ステージの人生では、実験することに危険が伴う。しかし100年ライフになれば、実験する姿勢が不可欠となり、企業は人々を型にはめる発想を大きく改めなくてはならなくなる。実験の活発化と人生のステージを経験する順序の多様化に突き動かされて、「エイジ（年齢）」と「ステージ」が一致する時代が終わりを告げる

＊無形の資産を増やすことに特化する時期ができれば、金銭的資産の構築に集中する時期の労働はますます苛酷になることが考えられる
＊以下で論じる新しいステージは、机上で考えたものでなく、既に著者たちの周りで現に起きていること、または今生まれつつある潮流から導き出したことだ
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若々しさ
＊「エイジ（年齢）」と「ステージ」が一致しない時代になれば、本章で述べるエクスプローラー、インディペンデント・プロデューサー、ポートフォリオ・ワーカーという三つの新しいステージは、あらゆる世代の人が実践できる
＜若さと柔軟性＞
＊平均寿命の上昇はしばしば「高齢化」と表現され、老いて生きる期間が長くなるという側面に注目が集まることが多い。しかし、若々しく生きる期間が長くなる可能性が高い
＊スタンフォード大学のロバート・ポーグ・ハリソンは、そうした若さを維持する状態、あるいは若さを増す状態を「ジュブネッセンス／juvenescence（若々しさ）」と呼んでいる
＊この“ジュブネッセンス”を生む一つの要因は、思春期の長期化である。人間ほど、社会的・経済的な面で大人に依存して生きる期間が長い動物はいない。子供時代が長いことにより、大人になって本能に従うだけでなく、過去の世代から学習したことをもとに行動できる。従って、寿命が長くなれば、この様な教育への投資期間が延びることは理に適っている
＊また、思春期は、人が柔軟性を持っている時期であり、様々な選択肢を見つけ、その選択肢を残し、決めないでおくことができる。寿命が長くなれば、選択肢を持っておくことの重要性が高まる
＊祖父母の時代の写真と、現代の人の写真を比べてみれば、いまの20代～30代の人は20世紀半ばのティーンエージャーの様に若々しく、“責任の重さ”を感じていないように見える
＊若々しく生きる期間が長くなれば、思春期が長期化するというだけの話ではなく、あらゆる年代の人がもっと若々しく生きるようになる可能性がある
＊「変わらない」ことは、直線的に進む3ステージの人生では好ましい結果をもたらしたかもしれないが、長く生きる時代にはマイナス材料になる可能性がある
＊また、50代、60代の人たちも、昔に比べて概して若々しく見えるようになり、服装や行動も若くなる
＊「エイジ（年齢）」と「ステージ」が切り離されれば、様々な年齢層が混ざりあう機会が飛躍的に増える
＊社会学者のグンヒルド・ハゲスタードによれば、現代の西洋社会では、3ステージの人生の下では子供と大人と高齢者がはっきり隔離されている。この隔離がエイジとステージの結びつきを強化し、学校と職場と引退生活の仕組みが隔離に一層拍車をかけてきた。年齢による隔離により、高齢者に対する敬意が失われ、高齢者が担えるメンターの役割が軽んじられるうえ、若者がコミュニティーに加わらなくなる
＊人生のマルチステージ化により、年齢により人々を隔離する仕組みが揺さぶられることになるかもしれない
＊様々な世代が一緒に活動し、混ざりやすくなれば、年齢に関する固定観念の幾つかは消えてゆく。それにより、誰もが若者の柔軟性と好奇心、高齢者の知識と洞察力が得られるようになる
＜遊びと即興＞
＊人間がロボットや人工頭脳と違うのは、イノベーション精神や創造性、遊んだり、即興で行動したりできることだ
＊仕事の場で遊びを実践することは難しい。しかし、新しい人生のステージを生きるようになり、融通の利かない仕事の環境から解放されれば、遊びと即興に道が開けるかもしれない
＊ジミーとジェーンも新しいステージで遊びと即興を実践している。フルタイムの仕事で休みなき労働という足かせから解き放たれて、精神を自由に羽ばたかせている
＜未知の活動に乗り出す姿勢＞
＊新たに出現する人生のステージは、未知の活動に乗り出し、経験から学習する機会を生み出す。人間は基本的に行動を通じて学習する生き物であり、新しいステージは、実際に行動し、その行動について自己分析する絶好の機会となるのだ
＊以下で論ずる三つの新しいステージは、私たちが未知の行動に踏み出し、経験から学ぶ機会をふんだんに生み出す。古い習慣や行動パターンを問い直し、固定観念に疑問を投げかけ、人生のさまざまな要素を統合できる生き方を実験する機会になるのだ　　目次に戻る
エクスプローラー
＊エクスプローラーのイメージとは、興奮、好奇心、冒険、探査、不安であり、一か所に腰を落ち着けるのではなく、身軽に、機敏に動き続ける
＊このステージは、発見の日々だ。旅をすることにより世界について新しい発見をし、併せて自分についても新しい発見をする
＊国によっては、高校卒業後大学入学を1年間遅らせて長期の旅行やボランティア活動を経験する“ギャップイヤー”が人生のステージとして定着している。しかし、エクスプローラーのステージは、もっと長期間続く人生のステージだ
＊このステージは、自分を日常の活動から切り離すことから始まる。ただ、観光客が旅先の町を見物する様な態度では、大きな成果は得られない。望ましいのは人との係わりを持つことだ
＊「探索者」型のエクスプローラーは、特定の問いを見つけ出すために旅に出る。例えば、ナイル川の源流を突き止めようとしたヘンリー・スタンリーの様に具体的な問いをもって探索に乗り出す。「私とって何が重要なのか？」、「私が大切にするものはなにか？」、「私はどういう人間なのか？」など
＊一方、こうした問いを持たないエクスプローラーもいる。この人達の目的は、「はしゃいで跳ね回ること」であり、こうした冒険（何を見て、誰と出会い、何を学ぶか）を通じて得られるストーリーが未来の人生を規定する
＊ラテンアメリカを旅したジェーンは、旅先の人々の生き方を目の当たりにし、自分の価値観と物事の優先順位を改めて深く考えるようになった。また、この時期に広げた人的ネットワークの多様性が、自己像の多様性も生み出した
＜「るつぼ」の経験＞
＊高温で金属を溶かして新しい物質を生成する「るつぼ」の様に、その人の人間性を形づくる経験が必要なのだ。具体的には、他の人たちの苦痛や苦悩、高揚や喜びを体感する時間、すなわち他の人たちの立場に立って物を考える時間が必要なのだ
＊明確な個性と強固な倫理基準を持つリーダーの多くに共通する要素の一つがこの「るつぼ」の経験だ
＊具体的なこの「るつぼ」の経験とは、“新しい町で暮らすこと”に始まり、“難民キャンプなど全くの別世界で過ごすこと”まで様々だが、単にこのような経験をするだけでなく、その経験について自問しなければ、世界に対する見方を変え、接した人たちの人生のストーリーを自分のものにできない。掘り下げて自問して初めて、自らの価値観を問い直し、自分のアイデンティティーと役割をじっくり考えることができる
＊長寿化時代には、変身資産という新しいタイプの資産が重要となり、「るつぼ」の経験をすることによって変身資産の形成が促進される
＊本やウェッブサイトを読むだけでなく、実際に人々と顔を合わせ、理屈抜きの感情レベルの経験をすることが重要である
＜何歳でもエプスプローラーになれる＞
＊エクスプローラーのステージを生きるのに適した時期が３回ある：①18～30歳くらいの時、②40代半ばの時、③70～80歳くらいの時期
＊ジェーンは①と③で経験し、ジミーは②で経験した
＊70代の人はややもすると、長寿に伴うリスクに怯えて生きることが当たり前になりがちであるが、冒険に乗り出せば、現在のライススタイルを問い直し、新しい選択肢を見出すことを通じて、活力の回復が大きく後押しされるかもしれない
＊ただ、エクスプローラーのステージを生きる時期として最もイメージしやすいのは、学校教育を終えて30代前半までの①の時期だ
＜選択肢を理解し、相性のいいものを選ぶ＞
＊学校教育を終えてそのまま企業の世界に入って人は、早い段階で専門分野を決めたことで、袋小路に追いやられる危険がついて回る。選択した後に労働市場の環境が大きく変わるかもしれないし、自分のスキルと望みを誤解していた恐れもあるからだ
＊長寿の時代に生きる世代は、もっと多様な人生を送ることができ、もっと多くの選択を行う必要がある。つまり、未来を見据えて、①自分の関心と情熱に沿った教育を受けること、②自分の価値観に適合し、やり甲斐があり、自分のスキルと関心を反映していて、しかも袋小路にはまり込まないような仕事を見つけること、③自分の価値観を尊重してくれ、スキルと知識を伸ばせる環境がある就職先を探すこと、④長く一緒に過ごせて相性のいいパートナーを見つけること、⑤一緒に仕事ができて、自分のスキル及び働き方と相性がよく、自分を補完してくれるビジネス・パートナーと出会いこと、が必要になる
＊エクスプローラーのステージは、選択肢を理解し、自分に最も適した選択をするために不可欠であるが、探検には危険と失敗のリスクに満ちている。有効なエクスプローラーのステージを生きるためには、活動と発見の時期を過ごすことを心掛ける必要がある
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インディペンダント・プロデューサー
＊いま出現しつつあるインディペンダント・プロデューサーのステージでは、今までの起業家とは性格の異なる新しいタイプの起業家になったり、企業と新しいタイプのパートナー関係を結んだりして経済活動に加わる。旧来のキャリアの道筋から外れて自分のビジネスを始めた人たちがこのステージを生きる
＊インディペンダント・プロデューサーは人生のどの段階に居る人でも実践できる。また、職を探す人ではなく、自分の職を生み出す人だ
＜永続的でないビジネスと試行錯誤のプロセス＞
＊本書で、「起業家」ではなく、インディペンダント・プロデューサー（＝独立生産者）という言葉を使うのは、ビジネスの規模と本人の野心のスケールを正しく表現したいからである。インディペンダント・プロデューサーは、永続的な企業作ろうとも思っていないし、また事業を成長させて売却することも目的としていない。もっと一時的なビジネスである
＊このステージを生きる人たちは、成功することよりも、ビジネスの活動自体を目的にしている。従って、金銭的資産を蓄えるよりも、組織に雇われずに独立した立場で生産的な活動に携わるためのまとまった時間を費やすことに意味がある
＊このステージでは、ジミーやジェーンは有形の資産は余り築けなかったが、無形の資産を充実させることができ、彼らの人生で大きな役割果たした。
＊インディペンダント・プロデューサーは、素早く実験を重ねて、何が有効で、何がうまくいかないかを学んでゆく。オットー・シャーマーは、この様に試行錯誤しながら未来を探索することを「プロトタイピング」と言っている。プロトタイピングとは、試作品の作成・修正の事である
＜生産活動を通じて学習する＞
＊このステージでは、安心して失敗できる。背負っているものが比較的少ないので、たとえ失敗しても深刻な結果に見舞われずに済む。
＊また、起業家的な性格を持つステージなので、実践を通じて有益なことが沢山学べる。例えば、①事業資金の調達方法、②必要な資源の調達方法、③アイデアをビジネスに変える為の資金を借りたり、支援や助言を受けるのに必要な人的ネットワークの構築方法、など
＊この過程で得られたスキルや知識は、極めて価値のある無形の資産だ
＊キャリアの最初でインディペンダント・プロデューサーになる場合、得られるものは従来の履歴書に書くような学歴や資格のコレクションだけではなく、何を成し遂げ、何を経験し、どのような人的ネットワークを築き、どのくらいの共創と協働を実践してきたかなどの、様々な要素からなる評判が得られる
＊もっと年齢を重ねた人がインディペンダント・プロデューサーになる場合、ライフスイル状の選択だったり、金銭的資産を維持するための手段だったりする。55歳以上の人たちの起業の割合は急増している（1996年では15%だったが、2014年には26%に達した）
＊将来は、70代や80代の人が起業する割合も増えることが予想される
<創造性の集積地＞
＊現在18～30歳の人たちにとっては、既にインディペンダント・プロデューサーが人生の選択肢となっている。実践する若者の大半が近くに寄り集まり、第3章で論じた「スマート・シティ」の周縁部で生活している
＊年長世代の起業家たちは、知的財産権を守ろうとしてきたが、新しい世代のインディペンダント・プロデューサーは、知的財産を公開し、他の人とシェアすることを重んじる。真似されてコピーされることは、高く評価されている証となる
＊模倣と複製は、アイデア、製品、企業という概念もあいまいにする
＊創造性の集積地に集まる人たちが持っているのは、「みんな参加」の精神である。この精神が、高い価値を生み出す協働型の人的ネットワークの本質といってよい
＊このようなネットワークの中心にいて、充実した人脈を持ち、新しいアイデアの生みの親と見做されることは、極めて大きな価値のある無形の資産だ。それがその人の評判を高め、結果として金銭的な恩恵をもたらす可能性もある
＊いま世界で注目されているテクノロジー分野の集積地は、カリフォルニアのシリコンバレー、ロンドンのシリコン・ラウンドアバウト、インドのバンガロール、四川省の成都であり、今後は更にその数が増え、重要性も増すであろう
＊インディペンダント・プロデューサーのステージは、基本的に経験が大きな意味を持っている為、他の人と離れて住んでいたり、デジタルな手段だけでコミュニケーションを取っていては、たいてい目的を達することができない
＊また、インディペンダント・プロデューサーのステージは、少ない所得でやりくりすることになるので、都市の中心に位置していて、しかも家賃や物価の安い場所を探す。その結果、この人達特有の以下の様なライフスタイルが広がっている；①家庭生活と仕事と社交が同じ場所で行われる、②仕事遊びの境界が曖昧、③マイカーよりも自転車を利用、④オフイスを構えずにコーヒーショップで仕事をする、など
＊こうした集積地は、①学習と実験の機会を欲している人、②家庭生活のパートナーやビジネス・パートナーと出会いたい人、③無形の資産に関する実験と投資に力を入れたい人、などを引き付ける
＊このような人達は、組織に雇われずに働くことに抵抗が無く、急速に進歩し続けるテクノロジーを活用して素早くプロトタイピングを繰り返し、アイデアを発展させていく
＜評判を確立し、上手にそれを見せる＞
＊インディペンダント・プロデューサーとしての無形の資産は、「障害を克服できる行動指向の人物であるという評判を確立する」ことだ
＊“手がけた仕事をまとめたウェッブサイト”、“ソフトウェア開発のスキルとアイデアを競うイベント（ハッカソン）の優勝歴”、“自分の活動に関するツイッターの投稿”、“制作したユーチューブのチャンネル”などは、全てアイデアと能力を宣伝する手段になる。高い能力を築き、宣伝することは、インディペンダント・プロデューサーにとって不可欠だ
＊教育期間は、講座を開講していない分野のスキルを測定・認定する仕組みを確立しはじめると思われる。インディペンダント・プロデューサーは、経験学習だけでなく、何らかの講座を受講し、認定証を得ることも重要になる
＊大企業にとっては、インディペンダント・プロデューサーが無形資産をどの程度持っているかを認定する仕組みが不可欠だ。将来、大企業は、こうした仕組みを通じて有能なインディペンダント・プロデューサーを見出し、個人との間で一人ひとり異なる関係を築くようになる。例えば、フルタイムで雇用することもあるが、パートタイムで雇う場合あるし、知的財産権を買い取ったり、事業を丸ごと買い取ったりするケースもある
＜身軽に旅をする＞

＊エクスプローラーとインディペンダント・プロデューサーのステージでは、無形の資産、特に変身資産への投資が中心になるため、金銭面のやりくりが厳しい
＊従って、こうした人たちにとって、極めて有用なものはシェアリング・エコノミー関連のテクノロジー（Airbnb；Simplest；Lyft；DogVacay）だ。これにより人々が多くの資産を持たずに身軽に生きる道を開くと同時に、金銭的資産を増やすために収入を得る手段も生み出す
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ポートフォリオ・ワーカー
＊ポートフォリオ・ワーカーとは、異なる仕事を同時並行的に行うことである
＊ポートフォリオ・ワーカーを、様々な可能性を探索し、実験するために積極的に選択する人もいれば、やり甲斐のある仕事に就けないために、不本意ながらそれを選ぶ人もいる
＊企業幹部などに、100年ライフを説明したあとで、彼らに自身の未来について語ってもらうと、以下の様な活動を組み合わせたポートフォリオ・ワーカー型の生き方を上げる人が多い；①所得の獲得を主たる目的とする活動、②地域コミュニティとの係わりを主たる目的とする活動、③親戚の力になるための活動、④趣味を極めるための活動、など
＊スキルと人的ネットワークの土台が確立できている人にとって、この様に高い価値を生み出せるポートフォリオ・ワーカーのステージは有効な選択肢になる
＊ポートフォリオ・ワーカーの核になるのは、有給の仕事だ。企業のCEOであった人は、どこかの取締役に名を連ねることも可能だ。また、過酷な労働人生を送ってきた人は、楽しく過ごしたり、社会に貢献したり、友人と過ごす時間を増やしたりしたい
＊ポートフォリオ・ワーカーは、以下の三つの側面のバランスを取ることになる；①支出をまかない貯蓄を増やすこと、②過去の経歴とのつながりがあり、評判とスキルと知的刺激を維持できるパートタイムの役割を担うこと、③新しい事を学び、やり甲斐を感じられるような役割を新たに担うこと
＜過去の経験を生かす＞
＊ポートフォリオ・ワーカーへの道は簡単ではない。障害になるのは、長く生きる間に一定の行動パターンが染みついてしまうことだ。
＊ポートフォリオ・ワーカーへの移行を成し遂げるためには、必要に応じていわばギアを入れ替えることができ、仕事の能力をはぐくむことを目指して生きる必要がある
＊ポートフォリオ・ワーカーへの移行に成功する人は、①フルタイムの職に就いている内に、小規模なプロジェクトを通じて実験を始め、興味を持てそうなプロジェクトを試しに実行し、②自分がなりたいポートフォリオ・ワーカーのロールモデルを見つけ、③社内中心の人的ネットワークを社外の多様なネットワークに変えていく。この過程で変身資産をはぐくむことが重要だ
：広い領域でアピールできるスキルと業績を築くことは、ポートフォリオ・ワーカーのステージの準備として不可欠だ
＜非効率を緩和する＞
＊ポートフォリオ・ワーカーは、ある活動から別の活動に移る度に切り替えコストが発生する
＊切り替えコストを削減するには；①互いに関連のあるスキルと能力が要求されるスキルを選ぶこと、②活動の時間を小間切れにせず、できるだけまとめること
＜「ヤフーズ」たちの台頭＞
＊今まで本書で述べてきた新しいステージ（エクスプローラー、インディペンデント・プロデューサー、ポートフォリオ・ワーカー）を本格的に受け入れているのは18～30歳の世代だ。これは、長寿化に適応する必要性が高く、適応に必要な柔軟性を最も備えている世代だからだ
＊18～30歳の世代は、人生の選択肢の探索・創造に多くの努力を払う。金融の世界の「オプション」と同様に、長期間有効な選択肢（＝オプション）ほど価値が大きい。不確実性が高い時ほど価値が高まる点も金融のオプションと同じだ
＊18～30歳の世代は、結婚を遅らせ、子供を作るのを遅らせ、マイホームやマイカーを買うのを遅らせてきた。つまり選択肢を狭める様な決断は先送りするのだ
＊いま多くの先進国で、若者たちは年長世代に裏切られたと感じている；①大学の学費ローンはそれまでの世代より重く、②労働市場で最初の職を見つけることが難しくなる一方だ。③都市の住宅価格も手が届かない所まで上昇している。その結果、多くの若者は、あまり資産を持たず、生計を立てるために工夫を凝らす以外になくなっている面もある
＊18～30歳の世代の生き方は、旧来の3ステージ的な発想からは間違っているようにみえるが、マルチステージの生き方からすれば、無責任さの表れでなく、無形の資産への投資、特に選択肢を生み出せる要素への投資に熱心であることと見做すことができる
＊3ステージの人生を歩んできた人達が、この生き方を理解できないと、世代間の相互不信につながることになり、「ミレニアム/Millennial 世代」や「Y 世代（19080年代～2000年代初頭までに生まれた世代。日本ではポスト団塊ジュニア世代と呼ぶ」というレッテル張りつながる
＊人生が長くなれば、寿命が伸びた時間の一部を、大人への成長のプロセスに振り向けることは合理的とも考えられる。思春期（ティーンエージャー）後の人たちに適した人生のステージが出現するのはそのためだ
＊ティーンエージャーは、実験を行い、経験と通過儀礼を重ねることにより価値観を築いていくが、経済的な面では、親から与えられるお金や、細々としたアルバイト収入をもとに消費を行う、いわば「インディペンダント・コンシューマー」と言える。一方、18～30歳の世代の場合、生産活動を行い、学校教育以外の場でスキルと技術を学ぶことに移る。その為に、エクスプローラー、インディペンデント・プロデューサー、ポートフォリオ・ワーカーのステージに魅力を感じるのだ
＊20世紀以降定着した“ティーンエージャー”に対応し、18～30歳の世代を表現する言葉の必要性を著者は感じ、これに「YAHOOｓ（ジョナサン・スイフトの‟ガリバー旅行記‟に登場する生物であるYAHOO）」という名前を使わせてもらった。意味は、Young Adults Holding OptionSの頭文字だ
目次に戻る
移行期間
＊マルチステージの人生では、ステージ間の移行の回数がもっと増える。以降の期間は曖昧な境界地帯であることが多い。
＊移行期間は準備のために、エネルギーを再充填して活力資産を増やしたり、自分を再創造（リ・クリエイション）して生産性資産に磨きをかけたりする
＊移行のプロセスは、あり得る自己像が現状の自分の姿より魅力的に見え始めることが出発点になる
＜エネルギーの再充填と自己の再創造＞
＊移行期間には「エネルギー再充填型」と「自己の再創造型」の二つだ
＊「エネルギー再充填型」：過酷な労働によって活力資産が底をついた時、まとまった時間を取って活力資産に投資する型。この型は効果が長続きしない。活力資産は高まっても、スキルや知識、人的ネットワークなどの生産性資源が減退している可能性があり、活力資源を再充填すると、前と同じ業界に戻り、同じような役割を担うことになり易い
＊「自己の再創造型」：枯渇した活力資産への投資よりも、新しいスキル・知識、新しい人的ネットワーク、新しい視点、などの生産性資産への投資を積極的に行う。例えば、①大学などの口座で学んだり、②パートタイムで何らかの仕事をしたり、③住む場所を変えたり、④ライフスタイルを大きく変えたりする、また、⑤もっとおおがかりな変化を伴うケースもある。こうした再創造型の移行期間は、次のステージに向けて人的ネットワークとスキルを転換するために重要な役割を果たすことができる
＜移行期間のお金をまかなう＞
＊移行期間には、重要な無形の資産（活力資産と生産性資産）への投資が行われるが、金銭的資産が減ることは避けられない
＊ジェーンのシナリオでは、二つの方法でこの金銭的な問題に対処した；①自らが引退後の生活資金だけでなく、移行期間に必要なお金を確保するために貯蓄を行った。もう一つは、②パートナーとなったジョルジュも働いてお金を稼ぐ方法だ。移行の時期を調整し、片方が金銭的資産の面で貢献し、もう一方が無形の資産の構築に力を注げばいい
＊社会では、今後新しい実験が広がり、新しいステージ（エクスプローラー、インディペンデント・プロデューサー、ポートフォリオ・ワーカー）と移行期間（エネルギー再充填型、自己の再創造型）に乗り出そうとする人は増え続けるだろう。やがて、これらの新しいステージや移行期間は特殊なものではなく、ごく普通の生き方になる

目次に戻る
第７章　新しいお金の考え方（必要な資金をどう得るか）
＊100年ライフには、資金計画を立てることは避けて通れない
＊資金計画を立てることが実感しにくいのは、「未来に備えてお金を蓄えるという事が、現在から未来にお金を移すこと」であり、ほとんどの人は未来の自分の事を、なかなか自分の事として考えられないからである
＊最近の調査によれば、引退者の70%の人はもっとお金を貯めておけばよかったと後悔している
＊お金を論ずるにあたって、本書では「自己効力感（自分ならできるという認識）」と「自己主体感（自ら取り組むという認識）」という二つの概念を持ちることとする
＊自己効力感は、資金計画に現実性を持たせ、貯蓄への意欲の大きさなど、自分についての知識を充実させることが伴う。自己効力感を持っているという事は、①生活していく為にどれくらいのお金が必要か？　②何歳まで仕事を続けたいか？　③自分の金銭面の状況をどの程度把握しているか？　④自分はどのくらい金融知識を持っているか？　などの質問に答えられなければならない
＊上記質問に答えられることを前提に、自己主体感に基づく自制心を発揮し、自分の現在のニーズと未来のニーズのバランスを取る必要がある。つまり、自問すべきことは、「70～80歳になった時の私は、いま私が下している決断を評価するだろうか」という問いだ
数字のつじつまを合わせる
＊第2章のジミー、ジェニーの資金計画を見れば分かる様に、適切な資金計画を立てることは難しく、痛みを伴う
＊私たちは、しばしば数学的に自明の現実から目をそむけてしまう。よくあるパターンは、①引退後に最終所得の50％未満のお金でもやっていけると楽観する、②マイホームの資産価値を頼りに資金を調達できると当てにする、③積極的に投資をすれば投資利益率を高められると考える、である。しかし、そのような発想では、長い人生の資金問題を解決できない可能性が高い
＜どれくらいの生活資金が必要か＞
＊本書で、これまで仮定してきた「最終所得の50％を老後の収入」という数値は、控えめな数字である。また、住む家を所有していることを前提にしている
＊最近の研究で、1万6000人の引退者を対象にした調査で、およそ3分の1が100％、およそ4分の1が50～75％が生活資金を確保していた。50％未満の人は21％に過ぎなかった
＊高い消費レベルが染みついている人ほど、引退後の消費レベルを落とすことが難しい。従って、いま消費を抑えることは、お金を貯めるうえで好ましいだけでなく、堅実な消費パターンを身に着け、引退後に少ないお金で満足感を得やすくする効果もあるのだ

＜マイホームの資産価値を当てにできる？＞
＊不動産の価値は、国によってまちまちであるが、ほとんどの国では、住宅資産が大半の人の資産構成で大きな割合を占めている。イギリスの資産上位50％が持っている総資産の内、住宅が占める割合は25～30％に達する
＊家を所有することが家賃相当額の経済的便益をもたらしており、家を売れば生活水準が下がることを考えれば、家を売却するのではなく、家を担保にした借入制度を利用する高齢者が増えていることは納得がいく
＊マイホームを100年ライフのお金の問題を解決する切り札と考えない方がよい、いざという時の備えと位置付けておくのが賢明である
＜ウォーレン・バフェットみたいに投資で稼げる？＞
＊本書では、ジミーとジェーンの投資利益率を、インフレ率に加えて3％と想定した

＊ウォーレン・バフェットの様に、長期にわたり年平均3％を上回る成績を記録し続ける人もいるが、現実的ではない。利回りがいい投資対象ほどリスクが高いことが原則である
＊投資利益率の見積もりには、金融の世界にある「70の法則（70を％表示の投資利益率で割れば、資産が2倍になるまでの所要年数が算出できるという法則）」を使えばよい。例えば投資利益率が1％であれば70年で資産が2倍に増えるが、2％であれば35年ですむ
＊投資利益率をできるだけ高めることは重要だが、インフレ率に加えて3％という水準を大きく上回る投資利益率を前提にするのは賢明ではない　　目次に戻る
お金に関する自己効力感
＊お金の面で人生の計画を立てるために不可欠なものは「金融リテラシー（お金に関する知識・判断力）」だ
＊金融リテラシーのおおよそのレベルは、以下の5つの質問に答えることで自己診断ができる；①あなたが銀行に100ドル預けていて、利息は年2％だとし、預金を引き出さない場合、5年後にはいくらになっているか？　②預金の利息が年1％で、インフレ率が年2％とすれば、1年後あなたがその口座のお金で買えるものは増えるか、変わらないか、減るか？　③「一つの企業の株式を購入することは、投資信託を買うより一般的に安全性が高い」、この主張は正しいか、間違っているか？　④「15年物の住宅ローンはたいてい、30年物の住宅ローンに比べて月々の返済額は多いが、返済する利息の総額は少なくて済む」、この主張は正しいか、間違っているか？　⑤金利が上昇したとき、債券の価格は同変動するか
＊この5つの質問に全て正解できれば、あなたは金融リテラシーで上位4分の1に入れる
＊早い時期に貯蓄と投資を始めて、金融リテラシーを高めておくことを勧める
＜ポートフォリオをマネージメントする＞
＊市民が犯しがちな過ちの5つのパターン；①株式への投資が少なすぎること。また投資をしていても、十分な分散投資をしていないこと、②株式投資をする際に、「局所バイアス（馴染みのある企業や、近くにある企業の株式に投資する傾向）」が強い、③勤務先企業の株式を保有しすぎること。この行動は、雇用と資産の両方を同時に危険にさらすことになる、④値上がりしている資産を売却し、値下がりしている資産を保持しすぎる傾向があること、⑤投資資産を放置しがちなこと（85万の会員を有するアメリカ教職員保険年金協会は、会員が毎年無償でポートフォリオの構成を変更できるようにしているものの、12年間で一度も変更していない人が72％に達する。この期間に、様々な投資対象の投資利益率が大きく変動しているにも関わらず）
＊これらの落とし穴にはまってない人は、以下の3つの事を実践している；①リスク分散のため、投資対象を分散させ、ファンドの運営会社もいくつかに分けている、②高齢になると損失を取り返す時間がない事を考え、引退が近づくとポートフォリオのリスクを減らし始める、③資金計画を立てる時、資産の市場価値最大化させることよりも、引退後に安定した収入を確保することを重んじる
＊マルチステージの人生では、引退後の所得減少だけでなく、人生のさまざまなステージを生きる間に経験する所得の変動、とりわけ所得が大幅に減る移行期間に備えることも重要になる
＊長寿化は、ポートフォリオの分散投資とリスク受容の在り方を様変わりさせ、必然的に金融業界に大きな構造変化をもたらすであろう
＜コストに注意を払う＞
＊貯蓄商品で、仲介業者が手数料を徴収するケースが目立つが、注意を要する。
＊1万ドルを予想利回り年7％で40年にわたって運用するケース（税金無しの前提）で、①手数料なしの場合40年後に受け取る金額は、14万9744ドルとなる、②運用会社が最初に5％、その後毎年2％の手数料とすれば、40年後に受け取る金額は、6万3877ドルとなる、③手数料を最初1％、その後年0.5％とすれば、40年後に受け取る金額は、12万1369ドルとなる。つまり、手数料が極めて重要なコストであることがわかる　　目次に戻る
お金に関する自己主体感、

＊引退者を対象にした調査によると、過半数の人はもっと貯蓄をしておけばよかったと後悔している。なぜ、彼らは貯蓄しなかったか？
＊現在の行動が未来の自分に影響を及ぼすことを理解し、必要なセルフコントロールをすべきなのにできていないからだ
＊セルフコントロールがうまくいかないことの説明には、心理学からの説明と、経済学からの説明がある

＊心理学からの説明：人間の脳は、認知的・合理的思考と長期計画をつかさどる前頭葉と、人の情緒的・本能的反応をつかさどる辺縁系という領域がある。人類の歴史のほとんどの期間は、辺縁系の命令に従い、目先の満足を追求することが理に適っていた。しかし、平均寿命が伸びたいま、合理的な前頭葉に大きな力をもたせ、優れた計画を立てる方が賢明なのではないか
＊経済学からの説明：経済学者は異時点間の「現在バイアス」の問題としてとらえる。人は概して、遠い将来の事には比較的辛抱強いが、近い将来についてはせっかちだ。多くに人は1週間後の105ドルよりいまの100ドルを選ぶが、1年後の100ドルより1年と1週間後の105ドルを選ぶ。
＊引退後の貯えをしない人が多いのは、まさにこの現象が原因である。未来の自分に対して正しく責任をもって行動できないこと、未来の意思決定により計画を変更できてしまうこと、短期的な忍耐の弱さと長期的な忍耐の強さが衝突することである

＜未来の自分に責任を持つ＞

＊問題を未来の自分に先送りする現象を防ぎ、100年ライフを幸せに生きたければ、未来の自分と現在の自分の間でする合わせを行う必要がある
＊未来の自分と現在の自分の間で「対話」を行う方法として、「行動ナッジ／Nudge（行動を促すために背中を軽く押すこと）」がある。将来の資金計画を立てる時に、80歳になった自分が隣にいると想像し、彼がどのような点を尊重するか考えてみるという方法である
＊ソフトウェアを使って被験者が年齢を重ねた時にどんな顔になるか本人に見せ、被験者が1000ドルのお金が棚ぼたで入ってきたときの四つの使い道を選択させた；①大切な人のためにプレゼントを買う、②引退後に備えて定期預金に貯金する、③そのお金で楽しく贅沢な時間を過ごす、④とりあえず普通預金異預ける。結果は、老いた時の自分の顔を見せられた被験者は、そうでない被験者に比べて将来のために貯蓄する金額が2倍以上多かった。しかし、それでもなお現在バイアスが働いて、今すぐお金を使いたがる傾向が強い事は注目すべきである
＜計画を貫く＞
＊現状維持バイアスを利用し、毎月一定額を普通預金から定期預金に自動的に移すように仕組んでおけば、計画通りに貯蓄が行われる
＊ACCORNSという会社は、デビットカードやクレジットカードで買い物をした時、端数を切り上げて生産し、実際の代金との差額を投資に回すアプリを開発した
＊行動経済学者のリチャード・セイラーとシュロモ・ベナルチは、現状維持バイアスを利用する企業年金システム‟SMarT（Save More Tomorrow）”を開発した。このシステムでは現状維持バイアスを逆に味方に付ける4つの工夫を盛り込んだ；①社員は給料から天引きされる年金掛け金の増額を決めるが、実際に増額されるのは、今すぐではなく将来となっている、②掛け金の増額時期は、昇給時期にリンクさせ、且つ月々の手取り金額が減らない様に昇給額の範囲内とする、③掛け金は昇給の度に増額され、所定の上限に到達するまで続けられる、④社員はいつでもこのプランから離脱できる。この結果、社員の年金掛け金の平均は、給料の3.5%から13.6%に上昇した
＜将来の自分を守る＞
＊金融リテラシー、とりわけ分析能力は、老化と共に低下することが明らかになっている。分析能力が最も高いのは、40代後半から50代半ばであり、この時期に将来の資金計画を立てるのは理に適っている
＜遺産＞
＊たいていの親は、子孫に財産を残すことによって、自分の存在を永遠のものにしたいと願う

＊シェークスピアの戯曲「リア王」では、のんびり隠居生活を送ろうと、末娘のコーディリアを除いて、二人の娘に領地を分割して与えたところ、領地を手に入れた娘たちは態度を豹変させて、王に対して冷たく残酷な仕打ちをするようになる
＊資産家のブルックは、慈善活動家、著述家、ニューヨークの社交界の花形であったが、2007年8月105歳で惨めな死を迎えた。息子のアンソニー・マーシャルと管財人フランシスモリッシーが文書を偽造するなどして、生前の母親の財産をだまし取っていたのだ。2009年二人は有罪判決を受けた。晩年のブルックは、十分な医薬品も与えられず、不潔な部屋で暮らしていたと言われている
＊こうしたことを考えると、「ワーク」と「ライフ」のバランスを取り、遺産目当てではなく愛情に基づいて晩年に友人や家族から支援を受けられるようにすることが重要である。生涯を通しての幸福を生む最大の源は、お金ではなく無形の資産である家族や友人との関係、それに好奇心や情熱なのだという事を肝に銘じておこう
目次に戻る
第８章　新しい時間の使い方（自分のリ・クリエーションへ）
＊本書の主要なテーマの一つは、長寿化で増えた時間（70年⇒100年）をどのように過ごすかという点だった
＊ここでは、日常の月単位、週単位、日単位、時間単位、分単位の時間に目を向けたい
＊時間は、万人に平等で、しかも希少な資源だ。70年ライフと100年ライフでは、私たちが経験する時間は量的には当然異なる。一方、質的な面でも、経験する時間に違いが生ずることは間違いない
時間の使い方は社会が決める
＊時間に関する概念は、社会が決めている面が大きい；①1日の労働時間、②1週間の勤務日数、週末の有無、③1年間の休日数。しかし、余暇時間の長さは固定的なものでなく、時代と共に変遷し、今後も変わり続けると思われる
＊ここでは、時間の使い方が歴史的にどのように変化してきたかを振りかえり、それが未来にどのように変貌しそうかを検討する
＜労働時間は減っても「時間貧乏」＞
＊9世紀のイングランドのアルフレッド大王は、1日を仕事の時間8時間、休息の時間が8時間、余暇の時間が8時間の三つに分けようとしていた
＊しかし、産業革命の時代には、大人も子供も1日に10～16時間、週6日労働が標準的だった。イギリスで1日の労働時間を最大10時間（但し女性と子供のみ）に制限する法律ができたのは1947年であった
＊米国では、1920年、男性の週平均労働時間は50時間であった。2005年には、それが37時間まで減っている
＊1930年、経済学者のジョン・メイナード・ケインズは、経済的繁栄が進めば余暇時間が増えると予想したが、余暇時間は増えたものの、経済的繁栄によって人々が欲しがった物は主に物質的なモノだった。
＊経済的繁栄に伴う所得効果によって、余暇時間が増えるといっても、実際には多くの人は、自分は「時間貧乏」だと感じ、時間に追われるようになる一方だと思っている。1965年、「いつも慌ただしい」と感じている人は全体の約25％だったが、1995年には約35％に増えた
＊労働時間が減っているのに、どうしてこれほど多くの人が時間貧乏だと感じているのか？
＜「ダウントン・アビー」効果＞
＊テレビドラマ「ダウントン・アビー」を見れば分かる様に、1世紀前、富裕層、高スキル層は短時間しか働かず、貧困層・低スキル層は長時間働いていた
＊しかし、1990年代に貧困層・低スキル層と富裕層、高スキル層の労働時間が完全に逆転する
＊1979年、アメリカの男性の高所得層上位20％のうち、週50時間以上働いている人は15％に過ぎなかったが、2006年には27％に上昇した。一方、1979年、低所得層下位20％の男性の中に、週50時間以上働いている人が22％いたが、2006年には、この割合は13％まで低下している
＊この現象を説明する要因として「代替効果」がある。これが「所得効果」を相殺し始めたのだ。代替効果の考え方によれば、賃金が上昇すると、余暇（働かないこと）のコストが高まる、その結果、賃金が高い人ほど労働時間を減らしたことによる所得減が大きくなるため、労働時間が長くする傾向になる
＊また、その他の要因として、最高税率が下がったこと、長時間働いている高所得の人が、自他共に必要とされていることからくる労働に対する高い意欲、などが考えられる
＊今後、労働時間は労働市場の環境変化にも影響を受ける；①中程度の雇用の空洞化（第3章参照）により、勝者総取りかが進む中で、高スキル層が不安を掻き立てられること、②グローバル化した市場を制するために競争戦略として長時間労働を求められること、など
＜余暇時間と空き時間＞
＊余暇と時間配分を論ずるときは、その時間に行う活動をどの程度楽しく感じるかと考えていいだろう
＊人々が特に楽しいと感ずる活動の上位を占めるのは；セックス、スポーツ、釣り、アートと音楽、バーやラウンジでの社交、子供との遊び、子供との会話と読み聞かせ、睡眠、協会通い、映画鑑賞、など
＊下位を占めるものは；仕事、赤ちゃんの世話、宿題、副業、料理と家事、子供の世話、通勤、雑用、家の修繕、洗濯、子供の病気への対応、など
＊ケ経済学者のジョン・メイナード・ケインズの予測には遠く及ばないものの、多くの人の余暇時間は増えている。その結果、20世紀にはレジャー産業が目覚ましく成長した
＊現在、多くの人が時間貧乏だと感じているのは、自由に使える時間が足りないのではなく、「空き時間」が足りないからだ。人々は様々な選択を重ねてスケジュールを立て、自由に使える時間を埋めていく結果、空き時間がほとんど残されていないのかもしれない。つまり、余暇時間の増加ペースが消費の消化ペースに追いついておらず、短い時間に多くの余暇活動が詰め込まれているように感じられる
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100年ライフの時間配分
＜労働時間を減らし、休暇を増やす＞
＊多くの先進国では、産業革命を境に労働時間が大幅に増えた。1200年～1600年、イギリスの年間労働時間は1500時間～2000時間程度であったが、産業革命最盛期の1840年には、3500時間まで跳ね上がった。この時期、イギリスとアメリカでは、年52週にわたり毎週70時間働くのが当たり前だった
＊週休2日と1日8時間労働が標準になったのは、20世紀前半になってからだった。
＊労働時間の法制化は、20世紀に入る頃ドイツ、1917年にロシア、1919年にポルトガル、1936年にフランス、1938年にアメリカが続いた
＊2015年、ドイツの週平均労働時間は35時間、フランス、イタリア、イギリスは37時間
＊有給休暇の拡大も進み、EUでは年間20日としているが、フランスとイギリスは25日、スウェーデンは33日。一方、アメリカは12日、日本は20日となっている
＊週休2日は歴史上比較的新しい概念であり、私たちの心理に深く根を張ったものではない
＊今後、労働時間が更に減って行けば、現状の1日7時間をさらに減らすという考え方も考えられるが、仕事をするには「時間の固定費（通勤時間、朝の支度の時間、仕事モードから家庭モードへの切り替え時間、など）」がかかるため、効率が悪い。1日の労働時間を減らすより、休日を増やし、勤務日の労働時間を長くする方が賢明なのかもしれない
＊メキシコの実業家で大富豪のカルロス・スリムは、週休3日、1日11時間労働への移行を提唱している。また、余暇時間の多くを引退後に取っておくのではなく、人生全体に分散させ、75歳まで働くようにすべきだと主張している
＜個人と企業の衝突＞
＊本書で描いたジェーンの人生のシナリオは、仕事と時間に関して、現在ほとんどの企業で実践されているよりも柔軟な考え方を土台にして初めて成り立つものである
＊スキルを新しく習得し、活力を取り戻すための時間を勤労人生に取り入れる動きが活発化するに伴い、社会で多くに実験が行われることになる。その過程で、企業の時間に対する姿勢への逆風が強まってゆく
＊経済学者のクローディア。ゴールデンが指摘しているように、キャリアを中断する人（多くの場合、幼い子供がいる母親）は、そうでない人より、生涯所得が大幅に少ない
＊ほかの研究によれば、時間をコントロールするために、自宅で仕事をしたり、柔軟なスケジュールで働いたりする人も、昇進の確率が低いという
＊しかし、柔軟な働き方を求める個人のニーズが高まれば、全員同じスケジュールで働かせたい企業との間で激しい衝突が起こる。その結果、企業の発想と手法は大きな変化を迫られることになる
＊将来以下の様な変化が起こることは間違いない；①時間の構成に関する多様性が増すこと、②高スキルの職に就く人たち特有の時間の構成の仕方が生まれること、余暇時間がレクリエーション（娯楽）から自己のリ・クリエーション（再創造）の時間へと変わっていくこと
＜時間の構成に関する多様性が増す＞
＊マルチステージの人生が標準になれば、人生で経験するステージの多様性が増すことは間違いない
＊最初のうちは、柔軟な働き方とオーダーメイドのスケジュールを求める個人要求と、勤務の標準化と予測可能性を望む企業の要求が激しくぶつかり合うと思われるが、最終的には、企業が一人ひとりの働き手に、異なるスケジュールと職務内容を認めるようになる可能性が高い
＊１週間の構成の仕方には、1日の労働時間を短くしたり、夜の時間を長くとったり、週休3日にしたり、といろいろなパターンがあり得る
＊それでも、柔軟性と多様性の拡大に抵抗する企業も多いはずだ。そこで、組織に雇われずに働いたり、柔軟性が認められやすい小規模の会社で働いたり、インディペンダント・プロデューサーとして働く人も出てくる
＜高スキル職には5.0シナリオが理にかなう＞
＊高スキルの職や高位のリーダー職は、常に長時間の過酷な労働が要求されており、今後も変わらないであろう。そのような働き方を長く続ければ、程度の差こそあれ、燃え尽きてしまう。健康な100年ライフを生きられるように家族や活力に投資するためには、週末を長くする程度ではなく、自由に使える時間をもっとまとまって確保する必要がある
＊また、高スキルの職に就き続けたければ、スキルとテクノロジーへの投資を継続しなければならず、本格的な移行期間を設ける必要がある
＊ただ、高度なスキルを持たず、選択肢が少ない人の場合、労働時間を大幅に減らした3.0シナリオが基本形になる可能性もある
＊最近、政府の政策を通じて有給休暇や父親を含めた育児休暇の日数が増えてきた。同じように、政府の移行手当制度により、裕福な人以外もキャリアの途中で変身を遂げ、100年ライフに対応できるようになるかもしれない　　目次に戻る
新しい余暇の過ごし方
＜レクリエーションとリ・クリエーション＞
＊長寿化の時代になると、余暇時間に対する考え方が根本から変わることになると、著者たちは予測している
＊余暇時間の位置付けと使い方を含めて、時間に関する今日の考え方の多くは産業革命期に形成された。
＊産業革命により、勤務時間の時間割が明確に定められるようになり、仕事と家庭の分離をもたらした。それまで農閑期が余暇の時間だったものが、工場労働者は、子供時代と引退後、夜と週末、クリスマス休暇と夏休みが余暇の時間となった
＊余暇時間が増えるに従って、レジャー産業が成長した。都市化の進行と余暇時間の標準化により、コンサートや映画、プロサッカーなど新しい形態の娯楽ビジネスが生まれた
＊レジャー産業の規模が大きくなると、人々が自由に使える時間は余暇活動に費やされることが多くなった。これは、時間を使うというより、時間を消費する活動だ
＊しかし、長寿化の時代となって、無形の資産への投資が多く求められるようになれば、余暇時間の使い方も変わる。時間を消費するのではなく、無形の資産に時間を投資するケースが増えるだろう
＊カール・マルクスも、「労働時間の節約は自由時間を増やす。つまり、個人の発達を完成させるための時間をもたらすのである」と述べている
＊今後、一人ひとりが自分なりにリ・クリエーションとレクレーションを組み合わせて余暇時間を形づくる様になるだろう。過去100年間は、商業化された娯楽の消費活動を中心とするレジャー産業が台頭したが、今後は、こじぇんレベルでの自己改善への投資活動に力を入れるレジャー産業が発達するかもしれない
＜ポスト工業化時代の「時間」＞
＊この20年、時間に関する社会慣習の多くに異が唱えられ、人々の支持も縮小し始めている。昔ながらの男女の役割、仕事と余暇の分離、画一的な労働時間などは、ことごとく変革の圧力にさらされ、大きく変化してきた。こうした社会の潮流は、100年ライフの到来と、いま多くの人が直面しているテクノロジーの激変に対応するために、一層強まると思われる。産業革命は時間の構成を劇的に変えた。これから訪れる新しい時代は、それに輪をかけて大きな変化をもたらすであろう
目次に戻る
第９章　未来の人間関係（私生活はこう変わる）
＊長寿社会になれば、人生のあらゆる側面が変わる。夫婦やパートナー同士の関係はより長期のものになり、その間多くの変化を経験する
＊家族の子供の数は減るが、3世代、4世代の家族が増え、高齢者が若者の嗜好を刺激し、メンター役を務め、若者が高齢者を支える機会を作り出す
＊仕事の世界も変わってゆく。家族の多くのメンバーが職を持ち、70代や80代で働き続ける人も増える
＊職に就く女性が増えれば、伝統的な家族の在り方が更に崩れ、家族のメンバーが担う役割も大きく様変わりするだろう
家庭
＜結婚＞

＊ジャックの世代では、ジャックは家庭の生活を支えるために仕事でお金を稼ぐ役割（有形の資産を築くこと／お金やマイホーム）に徹し、妻のジルは、子供を育て、暖かい家庭を築く役割（無形の資産を築くこと／情緒的支援や広範な友人関係）に徹していた
＊ジャックは、その生涯の間に、既存の常識の多くが変わっていった；結婚率が下がり、事実婚の割合が上がり、結婚と子づくりの年齢が高くなり、離婚率が上がり、再婚する人の割合は上昇した
＊ジミーの世代では、家族と夫婦に関する社会規範が変わり、日々の私生活と社会規範の在り方も根本から変わった；移動手段とマスメディアの発達、セクシュアリティ・男女の役割・家族の定義が変わる（⇔女性の性的自立、同性愛の法的承認）
＊ジェーンの世代では、女性は人生のほとんどの時期に仕事を持ち、夫婦の両方が長期にわたりキャリアを追求することが普通になり、その結果、女性とそのパートナー、企業の在り方に大きな影響を及ぼすことになる
＊長寿化の進行とマルチステージの生き方が一般化した結果、選択肢を残しておくために結婚の時期を遅らせること、子育て期間の割合が縮小することが起こる（この現象はすでに起こっている。因みに、1880年には全世帯の75%に子供がいたが、2005年にはその割合が41%まで下がっている）。子育てせずに人生のかなりの期間を過ごすことは、ジャックの世代の夫婦の役割は説得力が大幅に低下すであろう
＊性別役割分担が変わってきた要因には、家電用品・調理済み食品の普及により家事の負担が軽くなったこと、男女の賃金格差が縮小してきたこともある
＊パートナー同士で生産の補完性が重要でなくなると、二人の間に純粋な関係が生まれる。すなわち、二人の関係は、内省を土台とし、常に再検討と再構築を受け入れる。またその関係は、不変の関係でもなければ、惰性で継続されるような関係でもなく、二人の間で調整を重ねていく関係だ
＊この種の関係では、相手と深く関わろうという意思が重要になる。それは、「何かに対して深く関わろうという意思を抱いている人は、それ以外の選択肢を放棄することに伴うリスクを受け入れられる」からだ
＊この関係を築くのに最も重要なのは、それぞれが自己探求を通じて自らのアイデンティティーを形づくる一方で、共通の経験を積み重ねることにより相手との親密な関係を発展させていくことであろう
＊また、純粋な二人の関係は、いつでも、どちらからでもほぼ自由に関係を終了させられものでなくてはならない。従って、二人の間に緊張と不和が生ずる余地が大きく、関係を長続きさせるには、それを乗り切る能力が重要になる
＊経済的な面では、生産の補完性から「消費の補完性」の重要性が高まる。二人の人間が別々に大きな家を買ったり、休暇を楽しんだり、生活に必要なものを調達したりするより、二人で一緒の方が安く済む
＊リスク分散の効果も見逃せない。何らかの理由で所得が途絶えた時、経済的に互いを支えることができる。これは、第3章で述べた同類婚（自分と教育・所得レベルが近い人を結婚相手に選ぶこと）が増えている一因かもしれない
＊フェイスブックのCOOを務めるシェリル・サンドバーグは、「良質なパートナー関係とは、長い目で見た公平を実現し、家族の一人だけでなく、家族全員が成功を手にするための方針を共有する関係だ」と言っている
＊本章の議論は、多くの人が結婚を選択することを前提に話を進めてきた。しかし、今後事実婚やシングルファーザー、シングルマザーなど、様々な結婚の在り方が出現する可能性を否定するつもりは無い。しかし、法律上の婚姻関係は、長期的な性格、権利の法的保護の強さ、離婚時の財産分与の仕組みなどが確立されていることの利点は、夫婦間で多くの調整が必要とされるマルチステージの人生では、むしろ大きくなると著者たちは考えている
＜子供＞
＊長寿化の時代に融通が利かない要素は、女性の妊娠可能年齢だ。女性たちは比較的短い期間内に、子供を産むか、いつ生むか、誰と子供を作るかの選択をしなければならない
＊ジェーンのケースでは、エクスプローラーのステージ、インディペンダント・プロデューサーのステージを経て結婚し、30代後半で子供作りをした。結婚・子づくりの時期を20台に早めると、人生の選択肢を見出すために必要なエクスプローラーのステージを経験できなくなるのでは、あるいは人生のそんな早い段階で生涯のパートナーを選ぶことなどできるのか、という問題が発生する
＊心理学者のスチュワート・フリードマンはペンシルバニア大学ウォートン・ビジネススクールのエリート学生を対象に1992年～2012年の間、結婚、パートナーに関する願望を調査してきた。その結果は以下の通り；①1992年、子供を作りたいと答えた人は78％に達していたが、2012年には42％に下がっている。またパートナーとの関係について、②女子学生の約3分の一は伝統的な性別役割分担通りに主として育児を担いたいと考え、約3分の一はパートナーの両方がキャリアを追求すべきと考え、約3分の一は、パートナーは欲しいが子供は欲しくないと考えている。男女の役割の変化については、③教育レベルの高い若い男性の多くは、女性のロールモデルとしてワーキングマザーを身近に見て育ってきたため、年長世代に比べると夫婦の両方がキャリアを追求することに前向きで、子育てにも積極的に関わろうと考えている
＊マルチステージの人生の一般化と社会制度の変化により、これまでより少数の子供を作る人が多くなり、家庭を作ることに専念する前に、様々な選択肢を探索、発見したいと考えて、子づくりの時期を遅らせる人も多くなると考えられる
＊子づくりに関する選択肢が今より広がる可能性が高い。例えば；①子育てに両親や祖父母の助けを借り、インディペンダント・プロデューサーの道を選ぶことによりシングルマザーとして生きる、②パートナーと協働し、自らがキャリアを追求する期間はパートナーに子育てを担ってもらうこともできる、③パートナーがキャリアを追求する間は自分が子育てを担い、子供が独り立ちしたあと、パートナーの経済的支えを得て、新しいキャリアのステージに乗り出してもいい。また、父親たちの選択肢も、④伝統的性別役割分担に従ってフルタイムで働いてもいいし、⑤子育てに専念してもいい　　目次に戻る
仕事と家庭
＜女性と仕事＞

＊仕事の世界で経済的な役割やキャリアの選択が変われば、家庭でのパートナーとの関係も変わって来る
＊OECDの調査では、1980年、25～54歳の女性で職に就いているか、職を探している人の割合はOECD加盟国平均で54％だった。2010年にはこの割合が71％まで上昇している
＊アメリカでは、1970年、5歳未満の子供がいる女性の70％は金銭的な報酬が発生する仕事にはついていなかったが、2007年にはこの割合は36％に下がっている
＊OECD諸国の平均で、パートタイム労働者の80％が女性
＊働く女性の割合はほとんどの国で増えているが、未だに国による違いは大きい。男女の労働参加率の格差は、日本、イタリア、韓国などでは20％前後に達するのに対し、格差の少ないノルウェー、スウェーデンなどの国は5％未満となっている。この格差が大きい国は、女性が100年ライフの設計する際の選択肢が乏しいことになる
＊この違いは、長い間に形成されてきた社会的、文化的要因も作用しているし、国の政策（家族給付、税制優遇措置、子育て支援策など）の影響も受けるが、夫婦が人生設計を建てる時、もっと直接的に経済的現実の影響を受けている面もある。一つはどっちらが家事や育児を主に担うのか、もう一つはどちらが高所得を期待できるのかという点である。難しいのは、将来の状況が不明の中で意思決定しなければならないことだ
＊現状では家事と育児をほとんど女性が担っている国が多いが、将来男女が家庭に等しく関わる様になれば、伝統的な性別役割分担の在り方が変革を迫られることは確実だ。マルチステージの人生では、家事と育児を主に担う役割をステージごとに交替してもいい
＊問題は、労働参加率の格差こそ縮小しつつあるが、賃金の格差が残っていることだ。アメリカにおける年齢ごとの賃金格差を調べてみると、25～69歳のフルタイムで働く女性の平均年間所得の対男性比は、1980年では0.56、2010年では0.72、2014年には0.77となっている。格差は未だ大きく、勤労年数が長くなるほど格差が大きくなる
＊その原因の一つは、高い地位についている女性の数が少ないことにある。多くの大企業で中級管理職の約30%を女性が占めているが、多くの産業では15%程度に過ぎない
＊シカゴ大学のブース・ビジネススクールのMBAプログラムの卒業生を対象にした調査では、卒業1年後、男性は女性に比べて年収が1万7000ドル多い。卒業10年後になると、その差は15万ドルに達する。この格差を生む大きな要因は、労働時間の違い、キャリアの中断期間の有無、ビジネススクール入学前のキャリアの違いである
＊ILOの報告書によれば、男女の賃金格差がなくなるまで、少なくとも70年かかると言っている
＜柔軟性＞
＊ゴールデンの2014年のデータによれば、男女の賃金格差を生んでいる主な要因は、歴史的に男性が携わってきた仕事と女性が携わってきた仕事が同等に評価されていないことにある
＊私たちは仕事を選ぶとき次の様な選択をしていると考えられる；①時間のプレッシャが厳しい仕事に就くか？ ②勤務時間をあまり自由に決められない仕事に就くか？ ③スケジュール変更に柔軟に対応しなくてはならない仕事に就くか？ ④チームのメンバーと常に一緒にいなくてはならない仕事に就くか？ ⑤自分にしか担当できず、他の人に代わってもらえない仕事に就くか？
＊これらの問いの答えがイエスの仕事は、高給の職であり、女性（特に子供がいる女性）より男性が就くことが多い。高給を取る弁護士を例にとれば、これ等の問いに対してことごとくイエスとなる。一般的に法律やコンサルティング、投資銀行などの職でも同じ傾向がある
＊現状で柔軟な働き方を実践しているのは、もっぱら女性である。幼い子供の世話や、高齢の親や親族の介護をしたりする必要上そのような選択をすることが多い
＊いずれの職業を選択するにせよ、メリットだけでなくデメリットもついて回ることを覚悟しなければならない。働き方の柔軟性と自由が拡大すれば、それと引き換えに報酬が少なくなるのである
＊現状、自由裁量で仕事を進めやすい職（「融通性」の高い職）は、テクノロジーとサイエンスの分野であり、この種の職では男女の賃金格差が小さい
＊今後こうした状況は、①柔軟な働き方に対する人々の考え方、②バーチャルテクノロジーが進歩するペース、③業務が標準化される程度、④高い地位にある男性が子供と多くの時間を過ごすロールモデルになる、などの度合いにより影響を受けると思われる

＊家庭に関する理由で労働時間を減らした男性は、所得が減り、将来のキャリアの機会が狭まり、所謂「柔軟性の烙印（Flexibility Sigma）」を押されることになる

＜パートナーの役割交替の影響＞
＊ジェーンの5.0シナリオでは、夫婦が両方ともフルタイムで働く時期だけでなく、片方がフルタイムの仕事を離れて、育児や、知識の習得、移行への準備を行っていた
＊現状では、柔軟な働き方を実践すれば、男性も女性も「柔軟性の烙印」に苦しめられる
＊マルチステージの人生の下、男性たちが柔軟な働き方を選択し始めた時何が起こるか？；【悲観論】柔軟な働き方をする人が、男女とも低所得に甘んじ、結果として男女の賃金格差が縮小する、【楽観論】柔軟な働き方が企業や個人に課すコストを減らすために、仕事の在り方自体が根本から変わる。つまり、企業が仕事と年齢とジェンダーについて大きく発想を転換し、キャリア全体としては男女の生涯所得の格差が縮小に向かう
＊いずれにしても、夫婦が役割を交替しながら、複雑に入り組んだマルチステージの人生を送るためには、夫婦の間で徹底的なする合わせを行うことと、強い信頼関係と協力関係を築いていることが不可欠である
＜離婚＞
＊現在、65歳以上の人の内結婚している人の割合は歴史上最も高い。その割合は16～65歳の層と肩を並べるまでになっている。この背景には、寿命が伸びていること、夫婦の年齢差が縮小していること、再婚する人が増えているという要因がある。また、再婚に対する社会的偏見も薄らいでいるという事情もある
＊1950年代のアメリカでは、白人大卒女性の結婚が離婚という形で終わる割合は12％に過ぎなかった。1960年代までにこれが2倍に跳ね上がり、1970年代には夫婦の約48％が、結婚後25年以内に離婚するようになった。その後、離婚はそれ以上増えず、むしろ減少に転じている
＊現在は、結婚年齢が上がり、離婚の割合が減り、再婚の割合も減っている。これは、結婚生活の土台が「生産の補完性」から「消費の補完性」に変わったため、結婚相手を選ぶ基準が変わって結婚が長続きするようになったこと、及び、結婚年齢が上昇し、人々が自分についての知識を多くもって結婚するようになったためと考えられる
＊今後、100年ライフが到来すれば離婚率にどのような影響があるか？ 【離婚率が増える要因】人生が長くなるという認識が浸透すれば、高齢になってから離婚し、再婚しようと考える人が増える。現に高齢者の離婚率は上昇している。アメリカでは、60歳以上の離婚率は1990年に比べて倍増している。イギリスではその割合が3倍以上になっている。【離婚率が減る要因】ジェーンの5.0シナリオを見れば分かる様に、マルチステージの人生を送る人にとって離婚することのコストが極めて高くつく。互いの役割についてフェアに交渉し、互いと深く関わる意志を強く持ち、深く信頼しあえなければうまくいかないからだ。破局した場合、金銭的な資産は均等に分配するとしても、無形の資産に大きな格差が生まれることは避けられない
＊以上を勘案すると、長寿化時代には、別離や離婚をして生涯に複数のパートナーとの生活を経験する確率が高まりそうだ。ただ、100年ライフの場合、離婚合意の内容は一層複雑ものになるかもしれない。
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多世代が一緒に暮らす時代
＊これまでの3ステージの人生では、同世代の人たちが一斉行進をする様に人生のステージを進むため、年齢層ごとに人々が隔離されて生きる欧米型の社会が出現した
＊マルチステージの人生では、エイジ（年齢）とステージが一致しなくなり、大人が若々しく生きるようになる結果、世代間の関係に大きな変化が生まれる
＜家族＞
＊インドの様なアジアの国を訪れると、欧米ではめっきり見なくなった家族の在り方に目を見張らされる。子供と祖父母が一緒に暮らしている家庭が多いのだ。子供たちは祖父母と多くの時間を過ごせ、勤労世帯は親の支えを頼もしく感じられ、高齢者は自らが役割をもって貢献できると実感できる
＊高齢での孤独は寿命を縮める。高齢者が家族の中で生きることには、確かなメリットがある
＊多世代の同居は、プライバシーを確保できないことや、世代間で衝突が起きるなどの弊害もある。
＊40～50年前は欧米でもアジアの様に多世代同居型の家族が当たり前であったが、現在では小規模な家族が一般的になった。例えばデンマークでは、家族の構成員の数は平均してわずか2.1人過ぎない
＊工業化がもたらした影響の一つは、人々が年齢ごとに隔離されるようになったことだ。国が一定年齢の子供を学校に通わせて職場から排除し、一定年齢以上の高齢者に年金の受給権を与えたことで、年齢による隔離が社会に根付いていった。
＊制度面で年齢による隔離が進むと、居場所も分離されるようになった。異なる世代が同じ場を共有しなくなり、直接対面しなくなったのである

＊年齢による隔離は進み、アメリカでは、1910年から1980年の間に65歳以上の人口の内、一人暮らし若しくは配偶者と二人だけで暮らしている世帯の割合が20％から74％に上昇した。自分の子供と暮らしている人の割合は61％から16％に減っている
＊家族が多世代で構成されるようになれば、異なる世代が理解を深め合う素晴らしい機会が生まれる、また世代を超えた人間関係が築かれれば、年齢に関する固定観念や偏見も弱まる。恐らく重要なのは、互いに親しみを抱き、世代間の触れ合いを長期的、安定的に続けることだ
＜友人＞
＊人類の長い歴史を通じて、人生の最大のイベントは出産と子育てだった。この時代、長生きすることの進化上のメリットは無かった。
＊寿命が延びれば、人生の中で子育てに費やされない時間が長くなる。その結果、友達付き合いが生活の中心になる時代が新たに出現するかもしれない
＊スチュワート・フリードマンはペンシルベニア大学・ビジネススクールの学生を20年間調べてきた結果、最近の学生は、主たる人間関係として友達を重んずる傾向が強く、昔であれば家族に求めた様な温かみのある関係を求めたいと思っている
＊社会学者グンヒルド・ハゲスタードとペーター・ウーレンベルクがアメリカとオランダのデータをもとに、結論付けたことは、半分以上の人は自分と同世代の人と友達になりたがっていること。また、アメリカのデトロイトの男性たちが、どのような血縁外の人的ネットワークを築いているかを調べたところ、親しい友人の72％は本人との年齢差が8歳以内だった。これとは別に、人々が重要なことを相談する相手を調べたところ、ティーンエージャーのうち、血縁外の53歳以上の相談相手がいると答えた割合はたったの3％、高齢者のうち、血縁外の36歳未満の相談相手がいる人は約25％にとどまった
＊このように、年齢的に均質な人的ネットワークの中でメンバー同士が付き合えば、その集団のアイデンティティが強化される。生き方についてみんなが同じ考え方をし、同世代の人間を紹介しあう傾向が強まる
＊問題は、年齢による分断が高齢者差別につながることだ。異なる年齢層の人と交わらなければ、「我々対彼ら」という発想にはまり込み、固定観念と偏見を抱きがちになるのである
＊マルチステージの人生が一般的になれば、異なる年齢層の人たちが同じ経験をする機会が生まれる
＊心理学者のゴードン・オルポートの古典的な研究が明らかにしたことは、「固定観念と偏見を打破する手立ての一つは、集団間の接触を増やすこと」である
＊年齢層の異なる人たちが触れ合う機会が増えれば、人的ネットワークの均質性が崩れはじめる。こうして高齢者が「別世界」の住人という状況は変わり始めるであろう
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終章　変革への課題
＊長寿化時代には人生の設計と時間の使い方を根本から見直す必要があり、そうすることによってのみ長寿を厄災でなく恩恵にできる
＊長寿化時代に向けこれから変わるべき点が多い；①個人や家庭、②企業とそのキャリア、③教育期間、④政府の政策
＊重要なのは、後で変化を突きつけられるのではなく、いま変化を予期して行動すること
自己意識
＊長い人生は基本的に一つの長い旅と考えるべきだ
＊一人ひとりの選択と価値観が人生の出来事やステージや以降の順序を決め、それが自己のアイデンティティを築いてゆく
＜アイデンティティ＞
＊道徳学者のデレク・パーフィットは、アイデンティティの概念を「心理的連結性」と「継続性」という考え方で説明している。過去と現在と未来を結び付け、自己意識を形づくるのは、その人が持つ単一のアイデンティティだ。3ステージの人生ではこのアイデンティティを保つことは比較的容易であったが、マルチステージの人生ではそれが難しくなる
＊人類の歴史の多くの時期、私たちは生き延びるために戦いを強いられてきた。寿命は短く、食料は足りず、病気と暴力の脅威に常にさらされていた
＊100年ライフの時代には、人生の時間は、繁殖という進化上の役割を果たすために必要とされるより長く、金銭面の安定を確保するにも十分すぎるくらいになる。それにより、自分が生まれた社会の伝統に従うのではなく、自らの価値観や希望に沿った生き方が出来る様になれば、それ以上の「長寿の贈り物」は恐らくないだろう
＊昔は、「どのようにふるまうべきか？」、「何を切るべきか？」、「何を望むか？」といったことの多くは社会の伝統によって決まっていた。しかし、現在はグローバル規模のメディアの登場で、ほとんどの人は遠い国の出来事を目の当たりにし、身近にいない人物もロールモデルにできるようになったことにより、あり得る自己像の選択肢も多くなった
＊しかし、「私は何者か？」、「私はどの様に生きるべきか？」という問いに応えられるのは、結局のところ本人しかいない
＜計画と実験＞
＊100年以上にわたって生産的に生きる人生を設計するうえで、計画と実験は避けて通れない。100年ライフの計画を立てるには、自分が何をしたいか、どのようにそれを達成したいのかという決断を下さねばならないが、問題は正しい決断ができる場合ばかりではないことだ。長寿化の時代の難しい点は、失敗を犯した場合、その悪影響を受ける期間が長くなる可能性があることだ
＊実験を通じて、①何が自分にとってうまくいくのか、②自分が何を楽しく感じ、③何に価値を見出すのか、④何が自分という人間と共鳴するのか、を知る必要がある。実験は、若者だけではなく、あらゆる年齢層の人にとって極めて大きな意味を持つ
＜習熟＞
＊長い人生を生きる上では、強い意志をもって、学習と練習と反復の努力を行わなければならない。ジミーの3.0シナリオを見れば、同じやり方や行動を繰り返すだけでは過酷な老年期が待っていることがわかる
＊物事を習熟するためには、自己効力感（自分ならできるという認識）と自己主体感（自ら取り組むという認識）が必要になる
＊自己効力感を得るためには、世界でいま何が起きていて、これに対応するためには何ができるかについて、具体的に検討する必要がある。教育期間、企業、政府も大きな役割を果たす必要がある。特に重要になるのは無形の資産について認識を深めることが重要である。現状では、年金、老後の貯え、住宅ローンなどの有形の資産に議論が集中しすぎており、余暇時間の使い方、パートナー同士の深い関わり合いの意思など、無形資産についての議論が重要になる
＊自己主体感に関して難しいのは、寿命が長くなれば、考慮しなければならない未来の自己像が何通りも出現することである。100年ライフでは、お金を使うより溜めることが重要になり、余暇時間をレクレーション（娯楽）から、自己のリ・クリエーション（再創造）に振り向ける必要性も高まる。ここで問われるのは、未来に得られるかもしれない恩恵のために、いま厳しい決断が出来るかどうかである
＊物事に習熟するためには、満足を先延ばしできるかどうかが重要だ。スタンフォード大学のキャロル・ドゥエックによれば、「成長思考」の持ち主は、快適なぬるま湯の外に出て行き、未来につながる道に思考を集中させることにより、将来の計画を貫くことができる。不可能とは言わないまでも困難な課題に取り組むよう指導・奨励された子供は成長思考をはぐくみ易い、と言っている　　目次に戻る
教育機関の課題
＊長い人生では学習と教育が一層重要になり、それに多くに時間を費やす人が多くなる
＊大学では経験学習の要素が増やされて大学教育年数が長くなり、学習方法のイノベーションも進む
＊人生の早い段階だけでなく、人生のもっと後の段階でも教育への真剣な投資が為されるようになる。
＊教育機関と、学術上の能力と職業上の能力の認定方法の多様性が大きく広がる可能性が高い
＊現在、長寿化とテクノロジーのイノベーションで教育という古い産業が大きな脅威にさらされている。
＊長い人生を生きる人たちのニーズにこたえるために、教育期間は4つの課題を乗り越えなければならない；①新しい学習テクノロジーと経験学習を取り入れること、②年齢の壁を壊すこと、③創造性、独創性、やさしさ、思い遣りを教える方法について深く考えること、④テクノロジーの進歩に対応するための実践的な専門教育を急速に拡大させること
＊ハーバート・ビジネススクールのクレイトン・クリステンセン教授によれば、テクノロジーの進歩により、教育分野で「破壊的イノベーション」の機が熟しており、そのイノベーションが生涯学習にも好ましい影響を及ぼすと言っている
＊この破壊的イノベーションとは；デジタルイノベーションへの投資で教室が様変わりし、オンライン授業、MOOCｓ（Massive Open Online Course／大学などの高等教育期間がインターネットをつうじて花王介している講義、履修コース）、デジタル学位・能力認定が普及し、教育産業への新規参入も増える
＊有力なMOOCｓの一つである「コーセラ」の5万人を超す受講者を対象にした調査によれば、72%はキャリアへの恩恵を期待し、87%は実際に効果があったと答えている。登録している人の83%は学卒、院卒で、年齢の中央値は41歳、年齢分布で中央に位置する50%の人の年齢層は、31～55歳
＊MOOCｓが職業訓練指向になりになり、職場を移っても役立つスキルを認定する傾向が強まる可能性も高い。将来的には、大学やオンライン教育機関による能力認定証がエリート教育機関の卒業証書に匹敵する評価を受けるケースが増えるかもしれない
＊このような潮流が本格化すれば、年齢的な均質性が高い社会が解体に向かい、異世代が混ざりあう時代が訪れる。その結果、年齢層の異なる人の間に深い友情が形成され、「我々」と「彼ら」の間の境界が崩れ始める　　目次に戻る
企業の課題
＊勤労人生が形づくられる環境は、働き手の欲求や願望だけでなく、企業の制度や手続き、文化や価値観にも左右される
＊長寿化によりライフスタイルが変われば、企業と個人の間で交渉が始まり、企業は方針を根本から見直さざるを得なくなるだろう
＜無形の資産に目を向ける＞
＊現状では、雇用主と働き手との関係は、有形の資産によって結び付いている
＊今後は、無形資産についての労働協約が職選びの重要な情報になる；①仕事を通じて生産性や活力など無形の資産がはぐくめるか、②働き手が職場外で無形の資産を築く後押しができるか
＜移行を支援する＞
＊企業が従業員の移行を成功させるために必要な変身資産を構築・維持するために必要な支援を行う
＊例えば、①変身に必要なスキルを訓練する、②活力と多様性がある人的ネットワークを築くように促すこと、③自分についての知識を改正させる、「るつぼ」（第6章参照）の経験をさせること、など
＜マルチステージの人生を前提にする＞
＊企業は、キャリアに関する制度や手続きを見直して、マルチステージの人生を前提としたものに改めること
＊例えば、ジミーの場合、人生の新しいステージとしてポートフォリオ型のキャリアを望んでいたが、そのために、「企業が引退や甥に対する考え方を改め、生産性を保つための支援を行い賃金の支払い方をもっと柔軟にしてほしい」と願っていた
＊また、人生の初期段階でエクスプローラーのステージを生きるジェーンの場合、企業に対して望むことは、①自分の様な高技能の人材を見出すこと、②サバティカル（Sabbatical／長期間仕事を離れて、学校に通ったり、ボランティア活動をして過ごす期間）を取ったり、③人生のさまざまな段階でキャリアのペースを上げたり下げたりできるようにすること、④キャリアの途中で移行を成功させ、活力を充実させるための支援を、などである
＜仕事家庭の関係の変化を理解する＞
＊マルチステージの人生になれば、家族の在り方が多様化し、特に夫婦の両方がキャリアを追求するケースが増える。従って、企業は個々の職種ごとに働き手への要求事項を明確にし、具体的に示すことが求められる。例えば、男女を問わず、高給を受け取れる代わりに、極めて苛酷な労働を要求される仕事は、育児に携わる時期に適さないことははっきり示すべきである。最近、多くの男性は子育てに積極的に関わることを望み、それを軸に働き方を決めようとするだろう
＊企業は能力評価や資源配分の判断を性別に関係なく行うように転換する必要がある
＜年齢を基準にするのをやめる＞
＊社会で若者と高齢者の隔離が定着する過程で大きな役割を果たしたのが、企業だった。企業が引退という制度を確立させたことの影響が大きかった

＊マルチステージの人生では、年齢による区別は適さない。長いマルチステージの人生では、年齢などの形式的基準は意味を持たない。しかし、企業の立場に立てば、人材の採用、昇進、給与の決定における暗黙の年齢差別を取り除くのは、極めて手ごわい課題だ
＊企業は、年齢と無関係な客観的な評価基準を導入する必要がある
＜実験を容認・評価する＞
＊企業は、従業員にどのような働き方を認め、人材採用時にどのような経歴の持ち主を評価するかに関して、実験を容認・評価する必要がある
＊向こう数十年の間に、人々は新しい状況に適応していくが、その際指針になるロールモデルが乏しい為に、人々は新しい試みを実験せざるを得ない。企業はそうした実験に目を配り、受け入れる様に転換すべきだ。
＊一般に、履歴書に空白の期間がある人物は疑いの目で見られる。しかし、無形の資産をマネージメントするためにそのような期間を経験する人が増えれば、企業は履歴書の空白期間にもっと寛容にならざるを得なくなる
＜人事の一大改革が必要＞
＊これまで述べてきたような改革を進めるには、企業の人事部門の制度や手続きに一大改革が必要だが、多くの企業が変革に抵抗することは避けられないであろう
＊しかし、歴史を振りかえれば、産業革命により工場や機械に対する莫大な投資を最大限活用するために、週6日72時間労働の様な画一的な働き方を強いてきた
＊現在、産業革命の時代とは大きく変わってきており、最も付加価値が高い産業は、物的資本ではなく、人的資本に基礎をおいている。従って、高いスキルを持つ働き手の交渉力が強まっている
＊この流れは加速し、人材争奪戦が激化し、企業は優秀な人材を獲得するために、そうした人たちの要求に耳を傾け、それを受け入れることに前向きになる
＊機械の性能がますます向上することで、中スキル・中賃金の雇用の空洞化が進むと同時に、職種の違いが広がり、働き方の多様性も拡大する。機械と人間が協働する職種では、定型的な仕事を機械に任せることにより、柔軟な働き方を実践する余地が大きくなるかもしれない
＊テクノロジーの進歩により、組織内での調整が容易になり。企業側は標準化を放棄しても、コスト増を招かずに多様な働き方に対応できるようになるであろう
：希少な才能の持ち主は、企業に対する交渉力が強く、充実した選択肢がもてるが、この様な交渉力と選択肢を持てる人ばかりではない
＜現在、どこまで変わっているか？＞
＊本書の著者であるグラットンが、ロンドン・ビジネススクールで主催する「働き方の未来コンソーシアム（共同研究プロジェクト）」のテーマとして100年ライフへの対応を取り上げ、世界中の企業幹部たちと話し合ったが、ごく一部を除き、企業はなんの準備もしていないことが分かった
＊しかし、こうした状況は変わる。；①企業はエクスプローラーのステージを生きている人達を採用し、②キャリアのあらゆる段階の人たちに学習の機会を提供し、③従業員にサバティカルの取得を奨励し、④父親が育児に積極的に関わることを支援し、⑤キャリアの終盤に「急停止」ではなく、「緩やかな停止」を迎えられるようにし、⑥年長の人たちが何らかの仕事を続ける道を開く
＊企業がこのような変化を遂げるためには、様々な障害を乗り越える覚悟が必要とされる　目次に戻る
政府の課題
＊人々の仕事の環境を作るのは企業であるが、生活の環境を作るのは政府の政策である
＊個人が人生設計の見直しを迫られるように、政府も、税制度、社会保障制度、雇用制度、結婚制度、教育制度、など法制度の再設計が必要になる
＜財政の問題＞
＊引退年齢が引き上げられないまま平均寿命が伸びて、年金・医療コストが増大すれば、財政はいずれ破たんする
＊しかし、長寿化時代の真の課題は無形の資産のマネージメントであり、これについて各国政府の対策は後れを取っている場合が多い
＊私たちが有形の資産と無形の資産に関する計画を立てるという難題に取り組む際に重要なデータの一つは、自分が何歳まで起きる可能性があるかということである
＊第1章で、平均寿命を推計する方法には、ピリオド平均寿命と。コーホート平均寿命がある事を述べた。この二種類の平均寿命の差は大きいので、ピリオド平均寿命をもとに予測を立てている政府は、将来の財政負担を軽く見てしまい、問題の深刻さを国民に十分伝えられていないのが現状である
＜3ステージの前提からの脱却＞
＊長寿化が政府に突きつける深刻な試練は、財政の問題だけではない。現在の制度や政策の多くは、年齢が大きな意味を持つ3ステージの人生を前提にしている
＊教育、官僚機構、企業に関する政策の軸を成しているのが年齢である。例えば、労働市場に関する政府統計を見れば、0～15歳を子供、16～64歳を勤労年齢、64歳以上を引退者（暗に老人と言っているに等しい）と位置付けている
＊人々が平均して何歳で引退するかは、国によって大きく異なる。ギリシャ、イタリア、フランスの人たちは、スウェーデン、ニュージーランドの人たちより10年ほど早く引退している

＊ほとんどの国の政府は、財政破たんを避けるために、人々に早期の引退を思いとどまらせる施策を打ち出しているが、問題はそれ程簡単ではない
＊マルチステージの人生では、引退年齢はあまり意味を持たなくなり、あらゆる年齢層に対して柔軟な働き方を支援することの方が重要になる。政府は、人生における主要な移行の時期を固定せず、自分で時期を決められる仕組みを作るべきだ
＊現在の様に年齢を基準にして人生のスケジュールと、引退直前の10年間をことさら重んじるのではなく、生涯を通じて利用できる給付金や融資枠にもっと力を入れるべきであろう。この様な制度を利用できれば、人生のさまざまなステージのマネージメントに関して個人の選択肢と柔軟性を拡大できる
＊誰もが生涯の資金計画を成り立たせ、貯蓄するようになるために、政府が国民に貯蓄を奨励し、金融リテラシーの強化を後押しする必要もある。
＊金融業界も政府の規制も大きく変わらざるを得ない
＜既存の分類は役に立たない＞
＊多くの政府は、仕事のステージに関する法制度を作る時に、フルタイムかパートタイムのどちらかに分類できると考えていた。しかし、今後、多様な生き方と働き方を受け入れなければならないとすれば、この様な二者択一は意味をなさないかもしれない
＊例えば、既にUber（タクシー配車サービス）やAirbnb（民泊斡旋サービス）のようなシェアリング・エコノミーの世界では、「従業員の定義とは？」、「医療保険や年金などの給付にはだれが責任を持つのか？」といった複雑な問題を表面化させている
＊キャリアの途中で移行を経験する人が増える時代には、金融、税、雇用に関する法律において、人生のあらゆる時期に於いて柔軟性が必要となる
＊新しいパートナー関係についても、旧来の標準とは異なるパートナー関係と子育ての形を求めている人すべてに柔軟性を認める必要がある
＊産業革命のとき、働き方の変化に対応するための法律が整備されるまで何十年も要したように、長寿化時代の新しい働き方に法律が対応するのにも何十年もかかるかもしれない
＊長寿化がもたらす魅力的な要素の一つに、四世代同居家族が増加することだ。長寿化が進めば多くの世代が触れ合うようになり、本人にとって現実味の無い遠い先の話になる地球温暖化の様な問題についても、私たちが愛している孫、曾孫の人たちが生きているうちに経験するかもしれないという喫緊の問題となる
＜不平等という試練＞
＊長寿化時代に政府が直面する問題は以下の二つの不平等の問題がある
＊第一の問題は、平均寿命が伸びていると言っても、実際は所得レベルによる寿命格差が広がっている。アメリカで1920年に生まれた人と、1940年に生まれた人の所得階層別の分布をみると、最高所得層（上位10%）の寿命の延びが、男性5.9年、女性3.1年に対して、最低所得層（下位10%）の寿命の延びは、男性1.7年、女性は逆に2.1年寿命が短くなっている。また、高所得層の平均寿命は、低所得層より12年以上長い
＊平均寿命の上昇ペースに格差があるとすれば、健康格差がさらに広がると予想される。従って、健康格差の問題は次第に大きな議論になり、貧困層に資源を振り向け、啓蒙活動を強化するなどの大掛かりな政策が実行されると思われる
＊第二の問題は、生涯所得の少ない人ほど、3ステージの人生を解体するに必要な柔軟性とスキルを持ちにくいという点である。スキルと知識が不足している人は、長い引退生活を支えられず、キャリアの途中で移行を成し遂げることも難しい。結果として、人生の終わり近くまで働き続け、老いるにつれて所得が減り、生活水準が下がる可能性がある
＊低所得層の不利な点はまだある。テクノロジーのイノベーションが進んだ時、職を失いやすいのは、低スキルの人である。そこで、低所得層が移行に必要な資金を確保し、新しいステージへの準備を行い、無形の資産を築く時間を取れるようにする必要が出てくる。今後、キャリアの途中での移行が一層重要になり、人生を再創造するうえで不可欠な要素になれば、生涯を通じて利用できる公的給付金の仕組みが設けられるかもしれない
＊長寿化は、不平等の克服につながる大きな可能性を秘めている。人生が多くのステージで構成されるようになれば、キャリアの滑り出しで失敗したり、初期に挫折を経験したりしても挽回のチャンスが得られるからだ
＊不平等の原因が、健康、教育、人的ネットワーク、貯蓄などへの投資額に違いがあるとすれば、様々な資産への投資が重要性を増す長寿化時代には、不平等を拡大する恐れもある
＊20世紀には、政府が無償の教育と子供の健康に大々的な投資をするようになった。平均寿命が伸びてマルチステージの人生が出現すれば、投資が必要とされる時期がもっと増える。将来的には、そうした投資に政府がどの程度係るべきかについて議論が活発になるであろう
＜なぜ、変化は遅いのか？＞
＊長寿化によって社会の訪れる変化の大きさと、企業や政府が打ち出す対応の規模の小ささの落差があまりにも大きい
＊理由１：長寿化はある日突然起きたわけではなく、何十年もかけて少しずつ進行してきた。これは「ゆでガエルの寓話」そのものだ。産業革命期のイギリスで、議会が児童労働に関する法律を始めて成立させたのは1802年、8～12歳の労働時間を1日6時間半に制限する工場法が制定されたのは約40年後であった
＊理由２：人間の短期志向の強さだ。長寿化に対応するためのコストはいま生ずるが、変化の恩恵がもたらされるのはずっと後になる。この問題では、現在18～30歳の人が投票を通じて政治を動かすことができるはずであるが、この世代は年長世代より人口が少なく、且つ選挙における投票率が低い（30％程度）
＊理由３：新しいステージや移行期間の出現を受けて社会が変わるためには、まず実験を行わなくてはならない。実験を経て企業や政府の方針がどのように変えるべきかが明らかになるまでには時間がかかる。今後10年間で現在のやり方や法制度ではうまくいかないという認識が広がるだろうが、どのような対応が最善かという明確なコンセンサスは形勢されないかもしれない
＊理由４：一人ひとりの状況の違いが極めて大きい事、つまり社会の非同質性が妨げとなる。マルチステージの人生では、一人ひとりの好みや環境によってさまざまな順序が可能になる。そうした多様性から、どのような変化を起こすべきかというコンセンサスに達することが極めて難しくなる
＜変化の担い手は？＞
＊変化の担い手となるのは、煎じ詰めれば私たちだ。長寿化の試練とチャンスを前にして、個人や夫婦、家族、友人グループが実感し、既存のやり方を壊し、それを再構築し、意見を交わし、議論を戦わせ、苛立ちを覚える必要がある
＊政府は既に対応を取り始めているが、これは人生の第3ステージに向けられている（引退年齢の引き上げ、年金の支給額や受給資格の変更、高齢者差別をなくす法律の制定）。また、政府は税と財政の制度変更にも着手している（所得、資産、給付を年単位ではなく一生涯単位で考える方向に転換する）。こうした流れを受けて、金融業界は、人々が資金計画を見直す手伝いをするというビジネスチャンスに気が付いている
＊企業の取り組みは、総じてメリットを見出すまで現状を維持し、対応が必要になってから後追い的にゆっくりと進む。ただ変化の兆しは見えている。才能豊かな人が柔軟な働き方を主張し、人材の争奪戦が激化した分野から企業はこうした要求に対応せざるを得ない状況が生まれている。結局は、一人ひとりがはっきりと意思表示をし、自分の希望とニーズを明らかにすることにより、企業の変化を後押しすることが必要になる
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